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＜参考＞ 

 

１．国際勧告等との関連 

  本標準はＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１において制定された私設総合サービス網における通信中転送付加サービスに

関連する標準ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８６９第２版（２００３）に準拠している。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 

 本標準では国際標準において編集上の誤りと考えられる点については修正すると共に本文中にその旨を「注記」

として明記した。 

 

３．改定の履歴 

版 数 制  定  日 改 定 内 容 

第１版 １９９７年１１月２６日 制  定 

第 1.1 版 １９９９年１１月２５日 国際標準の修正を反映した。 

第２版 ２００４年 ４月２０日 国際標準の修正（ITU-T にて ASN.1 が改版

（ITU-T Rec.X208,209→X.680,690））を反映し

た。 

 

４．工業所有権   

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧になれま

す。 

 

５．その他 

(1)参照している勧告、標準等 

   ＩＴＵ－Ｔ勧告： 

       Ｑ．９５０，Ｉ．１１２，Ｉ．１３０，Ｉ．２１０， 

       Ｚ．１００，Ｅ．１６４，Ｔ．６１ 

   ＩＳＯ／ＩＥＣ標準： 

       ＩＳＯ／ＩＥＣ ８８５９－１，ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７１， 

       ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７４，ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７９－１， 

       ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８７４，ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８６５， 

       ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８６８ 

   ＴＴＣ標準： 

       ＪＳ－１１５７２，ＪＳ－１１５８２，ＪＳ－１３８７３，ＪＴ－Ｑ９３１－ａ 

(2)他の国内標準との関連 

  なし。 

 

６．標準作成部門 

  第１版  ： 第三部門委員会 第一専門委員会 

第１.１版 ： 第三技術部 第一専門委員会 

第２版  ： 企業ネットワーク専門委員会   
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前書 

 

 ＩＳＯ(国際標準化機構)とＩＥＣ(国際電気標準化会議)は、世界的標準化のための専門的なシステムを組織化した

ものである。ＩＳＯまたはＩＥＣのメンバーとなっている各国団体は、特定の技術活動分野を扱う個別の組織によ

り設立された技術委員会を通じて国際標準の発展に参加している。ＩＳＯとＩＥＣの技術委員会は、共通の関心分

野で協力している。他の国際機関、政府そして非政府もまたＩＳＯとＩＥＣと連絡をとりあってこの作業に加わっ

ている。情報技術分野において、ＩＳＯとＩＥＣは合同技術委員会、つまりＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１を設立した。 

 

国際標準は、ＩＳＯ／ＩＥＣ Ｄｉｒｅｃｔｉｖｅ Ｐａｒｔ２の中で与えられた規則に従って提案される。 

 

合同技術委員会の主なタスクは、国際標準を準備することです。合同技術委員会により採用された国際標準案は、

投票のため各国団体に照会される。国際標準として発行には、投票した各国団体の少なくとも 75%の賛成が必要で

ある。 

 

注意として、本ドキュメントのいくつかの要素が、特許に関連する可能性がある。ＩＳＯ／ＩＥＣは、あらゆる特

許権の識別に責任を負わない。 

 

 ＥＣＭＡ（ＥＣＭＡ－１７８）により準備された国際標準ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８６９は、ＩＳＯ／ＩＥＣの各国

団体の承認と平行して、合同技術委員会ＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１による特別な fast-track手順において採択された。 

 

 本第二版は、技術的に改訂された第一版(ISO/IEC 13869:1995)を無効とし置き換わるものとする。 

 

 

序文 

 

 本標準は、私設総合サービス網（ＰＩＳＮ）に適用するサービスと信号プロトコルを定義する標準シリーズの一

つである。このシリーズはＩＴＵ－Ｔで開発したＩＳＤＮの概念を使用し、ＩＳＯ／ＩＥＣにより定義されている

開放型システム間相互接続に準拠している。 

 

本国際標準は、通信中転送付加サービスにおける Q参照点で使用する信号プロトコルを記述する。 

 

 本国際標準は、ＥＣＭＡメンバ会社の実用経験とＩＳＯ／ＩＥＣ ＪＴＣ１、ＩＴＵ－Ｔ、ＥＴＳＩおよび他の国

際／国内標準団体の活動への積極的かつ継続的な参加の結果に基づいている。これは、実用的かつ総意に基づくも

のであることを示す。 
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１ 規定範囲 

 本標準は、私設総合サービス網（ＰＩＳＮ）内で相互に接続される私設総合サービス網交換機（ＰＩＮＸ）間の、

Ｑ参照点における、通信中転送付加サービス（ＳＳ－ＣＴ）をサポートする信号プロトコルを定義している。 

 

 ＳＳ－ＣＴは、ユーザに対してそのユーザの２つの呼（そのうち１つは応答済(状態)でなくてはならない）を、通

話相手同士の新しい呼に変換することを可能にする付加サービスである。 

 

 Ｑ参照点は、ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７９－１で定義されている。 

 

 サービスの定義はＥＴＳ ３００ ３８７で定義される方法に従って、３つのステージで作成されている。本標準

は、Ｑ参照点のためのステージ３仕様を含み、ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８６５の中で、ステージ１とステージ２仕様に

よって確認された要求条件を満足させる。 

 

 ＳＳ－ＣＴ信号プロトコルは、ＪＳ－１１５７２注記 で定義されている基本回線交換呼制御信号プロトコルの上で

動作する。そして、ＪＳ－１１５８２で定義された付加サービス制御のための汎用手順のある局面を使う。 

 

 本標準は、通信中転送と他の付加サービス又はＡＮＦとの間のＱ参照点での相互作用をサポートするための追加

の信号プロトコル要求条件も定義している。 

 

 本標準はＰＩＳＮを形成するために相互接続するＰＩＮＸに適応できる。 

 

２ 適合 

 本標準に適合するために、ＰＩＮＸは付属資料Ａのプロトコル実装適合性宣言（ＰＩＣＳ）様式で認識される要

求条件を満足すべきである。 

 

３ 参考文献 

 以下にあげる標準の参照は、本標準の適用のために不可欠です。日付のある参照については、引用された版だけ

が適用される。日付がない参照については、標準(修正版も含む)の最新の版が適用される。 

 

ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７１: 1998、電気通信とシステム間の情報交換 - 私設総合サービス網における 

番号とサブアドレス 

ＪＳ－１１５７２:  2003、私設総合サービス網（回線交換ベアラサービス）－ＰＢＸ間信号プロトコ

ルレイヤ３仕様 

ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７４: 2000、電気通信とシステム間の情報交換 - 私設総合サービス網 - 回線交換

64kbit/sベアラサービス - サービス記述、機能モデルと情報フロー 

ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７９－１: 1994、電気通信とシステム間の情報交換－私設総合サービス網 参照構成 

－Part1：ＰＩＳＮ交換機（ＰＩＮＸ） 

ＪＳ－１１５８２:  2003、私設総合サービス網（付加サービスのための汎用機能手順)－ＰＢＸ間信

号プロトコル 

                                                                 

注記 ：本標準の全ての範囲において用語“ＪＳ－１１５７２”は同等機能を有する標準“ＪＴ－Ｑ９３１－ａ”と

読み替えて適用することが可能である。 
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ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８６５: 2003、電気通信とシステム間の情報交換 - 私設総合サービス網 - 詳述,機能的 

モデルと情報フロー - 通信中転送付加サービス 

ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８６８: 2003、電気通信とシステム間の情報交換 - 私設総合サービス網 - ＰＢＸ間信号

手順とプロトコル - 名前通知付加サービス 

ＪＳ－１３８７３:        2003、私設総合サービス網(着信転送付加サービス) - ＰＢＸ間信号プロトコル   

ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８７４:    2003、電気通信とシステム間の情報交換 - 私設総合サービス網 - ＰＢＸ間信号手

順とプロトコル - 信号手順とプロトコル - パス張替え網付加機能 

ＥＴＳ ３００ ３８７:         1994、私設通信網（ＰＩＮ）；基本／付加サービスの記述方法 

ＩＴＵ－Ｔ勧告 Ｉ．１１２:    1993、ＩＳＤＮの用語 

ＩＴＵ－Ｔ勧告.Ｉ．２１０:    1993、ＩＳＤＮにより提供される電気通信サービスの原則とそれらの記述方法 

ＩＴＵ－Ｔ勧告 Ｑ．９５０:   2000、ディジタル加入者線信号方式 No. 1 (ＤＳＳ１) - 付加サービスプロトコル 

構造と一般記述 

ＩＴＵ－Ｔ勧告 Ｚ．１００:   1999、仕様記述言語 

 

４ 定義 

 本標準のために、以下の定義が適用される。 

 

４．１ 外部定義 

 本標準は、他のドキュメントで定義している以下の用語を使用する。 

 

呼出(状態)      (ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８６５) 

応答済(状態)       (ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８６５) 

アプリケーションプロトコルデータユニット   (ＪＳ－１１５８２) 

基本サービス      (ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．２１０) 

ゲートウェイＰＩＮＸ       (ＪＳ－１１５７２) 

完結番号         (ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７１) 

インタプリテーションＡＰＤＵ   (ＪＳ－１１５８２) 

ネットワークファシリティ拡張子(ＮＦＥ)    (ＪＳ－１１５８２) 

発ＰＩＮＸ      (ＪＳ－１１５８２) 

一次呼       (ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８６５) 

私設総合サービス網(ＰＩＳＮ)      (ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７９－１) 

私設総合サービス網交換機(ＰＩＮＸ)     (ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７９－１) 

二次呼       (ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８６５) 

信号(signalling)        (ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１１２) 

付加サービス      (ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．２１０) 

付加サービス制御エンティティ   (ＪＳ－１１５８２) 

着ＰＩＮＸ      (ＪＳ－１１５８２) 

中継形通信中転送     (ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８６５) 

リルーチング形通信中転送    (ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８６５) 

中継ＰＩＮＸ      (ＪＳ－１１５８２) 

ユーザ       (ＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７４) 

ユーザ A         (ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８６５) 
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ユーザ B         (ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８６５) 

ユーザ C         (ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８６５) 

 

４．２ その他の定義 

４．２．１ エンドＰＩＮＸ 

１つの呼に関して、中継ＰＩＮＸの様に動作しないＰＩＮＸ。いわゆる発ＰＩＮＸ、着ＰＩＮＸ、またはゲート 

ウェイＰＩＮＸ。 

 

４．２．２ 一次ＰＩＮＸ 

ユーザＢに最も近い一次呼の終端であるエンドＰＩＮＸ。 

 

４．２．３ 転送相手番号 

一方の転送されたユーザのＰＩＮＸに与えられる他方の転送されたユーザの番号。 

 

４．２．４ 二次ＰＩＮＸ 

ユーザＣに最も近い二次呼の終端であるエンドＰＩＮＸ。 

 

４．２．５ 通信中転送ＰＩＮＸ 

ユーザＡに代わって通信中転送手順を開始するエンドＰＩＮＸ。 

 

５ 略語一覧 

ＡＰＤＵ  Application Protocol Data Unit 

   アプリケーションプロトコルデータユニット 

ＡＳＮ．１  Abstract Syntax Notation no. 1 

   抽象構文記法１ 

ＩＳＤＮ  Integrated Services Digital Network 

   サービス総合ディジタル網 

ＮＦＥ  Network Facility Extension 

   ネットワークファシリティ拡張子 

ＰＮＰ  Private Numbering Plan 

   私設番号計画 

ＰＩＣＳ  Protocol Implementation Conformance Statement 

   プロトコル実装適合性宣言 

ＰＩＳＮ  Private Integrated Services  Network 

   私設総合サービス網 

ＰＩＮＸ  Private Integrated  Services  Network Exchange 

   私設総合サービス網交換機 

ＳＤＬ  Specification and Description Language 

   仕様記述言語 
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ＳＳ－ＣＴ  Supplementary Service Call Transfer 

   通信中転送付加サービス 

６ ＳＳ－ＣＴをサポートするための信号プロトコル 

６．１ ＳＳ－ＣＴ概要 

 通信中転送（ＣＴ）は、ユーザに対してそのユーザの２つの呼（そのうち１つは応答済(状態)でなくてはならない）

を、通話相手同士の新しい呼に変換することを可能にする付加サービスである。 

 

 この付加サービスはＩＳＯ／ＩＥＣ １１５７４で定義される全ての基本サービスに適用できる。 

 

 通信中転送は中継形通信中転送とリルーチング形通信中転送の２つの方法のうち１つを用いて実現する。中継形

通信中転送は必須である。リルーチング形通信中転送は、通信中転送の動作に関わる全てのＰＩＮＸでサポートし

ていない場合、中継形通信中転送にフォールバックすることを認めるオプションである。 

 

注－通信中呼が呼出中呼に転送されるとき、呼出中の監視と呼出中呼が応答のないままの場合に続く手順は、

本標準の範囲外である。 

 

６．２ ＳＳ－ＣＴ動作要求条件 

６．２．１ 起動／停止 

 起動と停止はＩＳＯ／ＩＥＣ １３８６５の 6.2.1節に従う。 

 

６．２．２ 通信中転送ＰＩＮＸでの要求条件 

ＪＳ－１１５７２で定義された基本呼手順をサポートする。 

エンドＰＩＮＸのためにＪＳ－１１５８２で定義されている、付加サービスの呼と関連した制御の汎用手順を適用

する。 

 

６．２．３ 一次ＰＩＮＸの要求条件 

 ＪＳ－１１５７２で定義された基本呼手順をサポートする。 

 エンドＰＩＮＸのためにＪＳ－１１５８２で定義されている、付加サービスの呼と関連した制御の汎用手順を適

用する。 

 

６．２．４ 二次ＰＩＮＸの要求条件 

 ＪＳ－１１５７２で定義された基本呼手順をサポートする。 

 エンドＰＩＮＸのためにＪＳ－１１５８２で定義されている、付加サービスの呼と関連した制御の汎用手順を適

用する。 

 

６．２．５ 中継ＰＩＮＸの要求条件 

 ＪＳ－１１５７２で定義された基本呼手順をサポートする。 

 エンドＰＩＮＸのためにＪＳ－１１５８２で定義されている、付加サービスの呼と関連した制御の汎用手順を適

用する。 

 

 ＳＳ－ＣＴに関する要求条件は、ＮＦＥで指示される宛先が“中継ＰＩＮＸ”でないファシリティ情報要素を通

過させることに限られる。 
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６．３ ＳＳ－ＣＴコーディング要求条件 

６．３．１ オペレーション 

 表 1/JS-13869 のＡＳＮ．１で規定されている、以下のオペレーションを適用する。記述方法は、ＩＴＵ－Ｔ勧告

Ｘ．６８０とＸ．６９０に従う。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｘ．２８０とＸ．２０９に取って代わられたバージョンは付属資

料Ｆにある。 
 
 

表 1/JS-13869 ＳＳ－ＣＴをサポートするオペレーション 
______________________________________________________ 

Call-Transfer-Operations-asn1-97 
{iso(1) standard(0) pss1-call-transfer(13869) call-transfer-operations-asn1-97 (1)} 

 
DEFINITIONS EXPLICIT TAGS ::= 
 
BEGIN 
 
IMPORTS 

OPERATION, ERROR FROM 
Remote-Operations-Information-Objects {joint-iso-itu-t(2) remote-operations(4) informationObjects(5) 
version1(0)} 

EXTENSION, Extension{} FROM 
Manufacturer-specific-service-extension-class-asn1-97 {iso(1) standard(0) pss1-generic-procedures 
(11582)msi-class-asn1-97(11)} 

Name FROM 
Name-Operations-asn1-97 {iso(1) standard(0) pss1-name (13868) name-operations-asn1-97 (1)} 

supplementaryServiceInteractionNotAllowed, 
notAvailable, 
invalidCallState FROM 

General-Error-List {ccitt (0) recommendation (0) q 950 general-error-list (1)} 
PresentedAddressScreened, 
PresentedNumberScreened, 
PartyNumber, 
PartySubaddress FROM 

Addressing-Data-Elements-asn1-97 {iso(1) standard(0) pss1-generic-procedures (11582) 
addressing-data-elements-asn1-97 (20)} 

PSS1InformationElement 
FROM PSS1-generic-parameters-definition-asn1-97 { iso(1) standard (0) pss1-generic-procedures (11582) 
pss1-generic-parameters-asn1-97 (17)}; 
 
--  ＣＴオペレーションの型定義 
 
Call-Transfer-Operations OPERATION ::= {callTransferIdentify | callTransferAbandon | callTransferInitiate 
|callTransferSetup | callTransferActive | callTransferComplete | callTransferUpdate | subaddressTransfer} 
 
CallTransferIdentifyOPERATION ::= { 

ARGUMENT DummyArg 
RESULT CTIdentifyRes 
ERRORS { 

notAvailable | 
invalidCallState | 
unspecified | 
supplementaryServiceInteractionNotAllowed} 

CODE local: 7} 
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callTransferAbandon OPERATION ::= { 
ARGUMENT DummyArg 
RETURN RESULT FALSE 
ALWAYS RESPONDS FALSE 
CODE local: 8} 

 
callTransferInitiate OPERATION ::= { 

ARGUMENT CTInitiateArg 
RESULT DummyRes 
ERRORS { 

notAvailable | 
invalidCallState | 
invalidRerouteingNumber | 
unrecognizedCallIdentity | 
establishmentFailure | 
unspecified | 
supplementaryServiceInteractionNotAllowed } 

CODE local: 9} 
 
callTransferSetup OPERATION ::= { 

ARGUMENT CTSetupArg 
RESULT DummyRes 
ERRORS{ 

notAvailable | 
invalidCallState | 
invalidRerouteingNumber | 
unrecognizedCallIdentity | 
unspecified | 
supplementaryServiceInteractionNotAllowed } 

CODE local: 10} 
 
callTransferActive OPERATION::= { 

ARGUMENT CTActiveArg 
RETURN RESULT FALSE 
ALWAYS RESPONDS FALSE 
CODE local: 11} 

 
callTransferComplete OPERATION ::= { 

ARGUMENT CTCompleteArg 
RETURN RESULT FALSE 
ALWAYS RESPONDS FALSE 
CODE local: 12} 

 
callTransferUpdate OPERATION ::= { 

ARGUMENT CTUpdateArg 
RETURN RESULT FALSE 
ALWAYS RESPONDS FALSE 
CODE local: 13} 

 
subaddressTransfer OPERATION ::= { 

ARGUMENT SubaddressTransferArg 
RETURN RESULT FALSE 
ALWAYS RESPONDS FALSE 
CODE local: 14} 
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-- ＣＴデータの型定義 
 
DummyArg ::= CHOICE { 

null   NULL, 
single  [1] IMPLICIT Extension{{CTExtSet}}, 
multiple [2] IMPLICIT SEQUENCE OF Extension{{CTExtSet}} 
} 

 
DummyRes ::= CHOICE { 

null   NULL, 
single  [1] IMPLICIT Extension{{CTExtSet}}, 
multiple  [2] IMPLICIT SEQUENCE OF Extension{{CTExtSet}} 
} 

 
CTIdentifyRes ::= SEQUENCE { 

callIdentity    CallIdentity, 
rerouteingNumber  PartyNumber, 
resultExtension   CHOICE { 

single  [6] IMPLICIT Extension{{CTExtSet}}, 
multiple  [7] IMPLICIT SEQUENCE OF Extension{{CTExtSet}} 

} OPTIONAL 
} 

 
CTInitiateArg ::= SEQUENCE { 

callIdentity    CallIdentity, 
rerouteingNumber  PartyNumber, 
argumentExtension  CHOICE { 

single  [6] IMPLICIT Extension{{CTExtSet}}, 
multiple  [7] IMPLICIT SEQUENCE OF Extension{{CTExtSet}} 

} OPTIONAL 
} 

 
CTSetupArg ::= SEQUENCE { 

callIdentity    CallIdentity, 
argumentExtension  CHOICE { 

single  [0] IMPLICIT Extension{{CTExtSet}}, 
multiple  [1] IMPLICIT SEQUENCE OF Extension{{CTExtSet}} 

} OPTIONAL 
} 

 
CTActiveArg ::= SEQUENCE{ 

connectedAddress  PresentedAddressScreened, 
basicCallInfoElements  PSS1InformationElement  OPTIONAL, 

-- ISO/IEC 11572 information element 
-- Progress indicator is conveyed 

connectedName   Name     OPTIONAL, 
argumentExtension  CHOICE { 

single  [9] IMPLICIT Extension{{CTExtSet}}, 
multiple  [10] IMPLICIT SEQUENCE OF Extension{{CTExtSet}} 

} OPTIONAL 
} 
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CTCompleteArg ::= SEQUENCE { 
endDesignation   EndDesignation, 
redirectionNumber  PresentedNumberScreened, 
basicCallInfoElements  PSS1InformationElement  OPTIONAL, 

-- ISO/IEC 11572 information element 
-- Progress indicator is conveyed 

redirectionName   Name     OPTIONAL, 
callStatus    CallStatus DEFAULT answered, 
argumentExtension  CHOICE { 

single  [9] IMPLICIT Extension{{CTExtSet}}, 
multiple  [10] IMPLICIT SEQUENCE OF Extension{{CTExtSet}} 

} OPTIONAL 
} 

 
CTUpdateArg ::= SEQUENCE { 

redirectionNumber  PresentedNumberScreened, 
redirectionName   Name     OPTIONAL, 
basicCallInfoElements  PSS1InformationElement  OPTIONAL, 

-- ISO/IEC 11572 information element 
-- Progress indicator is conveyed 

argumentExtension  CHOICE { 
single  [9] IMPLICIT Extension{{CTExtSet}}, 
multiple  [10] IMPLICIT SEQUENCE OF Extension{{CTExtSet}} 

}OPTIONAL } 
 
SubaddressTransferArg ::= SEQUENCE { 

redirectionSubaddress  PartySubaddress, 
argumentExtension  CHOICE { 

single  [0] IMPLICIT Extension{{CTExtSet}}, 
multiple  [1] IMPLICIT SEQUENCE OF Extension{{CTExtSet}} 

} OPTIONAL 
} 
 

CallStatus ::= ENUMERATED{ 
answered(0), 
alerting(1) 
} 

 
CallIdentity ::= NumericString (SIZE (1..4)) 
 
EndDesignation ::= ENUMERATED { 

primaryEnd(0), 
secondaryEnd(1) 
} 

 
CTExtSet EXTENSION ::= {…} 
 
unspecified     ERROR ::= { 

PARAMETER Extension {{CTExtSet}} 
CODE local: 1008 } 

 
InvalidRerouteingNumber  ERROR ::= { CODE local: 1004} 

-- used when establishment of the new 
-- connection fails because 
-- the rerouteingNumber is not a valid 
-- PISN address 

 
unrecognizedCallIdentity  ERROR ::= { CODE local: 1005} 

-- used when establishment of the new 
-- connection fails because it could not be 
-- associated with a SS-CT entity 
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-- at the Secondary PINX 
establishmentFailure   ERROR ::= { CODE local: 1006} 

-- used when establishment of the new 
-- connection fails and no other error applies 
-- of Call-Transfer-Operations 

 
END -- of Call-Transfer-Operations-asn1-97 

_____________________________________________________________ 
 
 

６．３．２ 情報要素 

６．３．２．１ ファシリティ情報要素 

 6.3.1 節に定義されたオペレーションのＡＰＤＵは、ＪＳ－１１５８２に従ったファシリティ情報要素の中で符号

化される。 

 

 6.3.1節に定義されたオペレーションのインボークＡＰＤＵを送信する時、ＮＦＥの destinationEntityデータ要素は

“endPINX”の値を含む。 

 

 オペレーション callTransferAbandon、callTransferComplete、callTransferActive、callTransferUpdate、または、

subaddressTransfer の イ ン ボ ー ク Ａ Ｐ Ｄ Ｕ を 送 信 す る 時 、 イ ン タ プ リ テ ー シ ョ ン Ａ Ｐ Ｄ Ｕ は 、

“discardAnyUnrecognisedInvokePdu”の値を含む。 

 

 オペレーション callTransferSetup のインボークＡＰＤＵを送信する時、インタプリテーションＡＰＤＵは、

“clearCallIfAnyInvokePduNotRecognised”の値を含む。 

 

 オペレーション callTransferIdentifyまたは callTransferInitiateのインボークＡＰＤＵを送信する時、インタプリテー

ションＡＰＤＵは、“rejectUnrecognizedInvokePdu”の値を含むか省略される。 

 

６．３．２．２ ファシリティ情報要素に組み込まれた情報要素 

 6.3.1 節で定義されたオペレーションのＡＰＤＵはＪＳ－１１５７２に従って定義され、そして符号化された情報

要素を含むかもしれない。これらは、ＪＳ－１１５８２の付属資料Ｂに規定されている PSS1InformationElement型の

データ要素に組み込まれる。 

 

 PSS1InformationElement 型であるデータ要素 basicCallInfoElements で組み込まれた内容は、ＪＳ－１１５７２で定

義された経過識別子情報要素として符号化される。 

 

６．３．２．３ 他の情報要素 

 新たなコネクション（リルーチング形通信中転送）を確立する際に使用される以下の情報要素はＪＳ－１１５７

２の規定に従って符号化される。 

 

-   伝達能力、 

-   着番号、 

-   理由表示、 

-   送信完了 
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６．３．３ メッセージ 

 同時に基本呼メッセージが伝達される場合を除いて、ファシリティ情報要素はＪＳ－１１５８２で規定されてい

る「ファシリティ」メッセージで伝達される。 

 

 新たなコネクションの確立を行い、旧コネクションを解放する間（リルーチング形通信中転送の場合に）に使用

される以下のメッセージは、ＪＳ－１１５７２で規定され、そして、ＪＳ－１１５８２で適切に拡張され適用可能

である。 

 

-「呼設定受付」 

-「応答」 

-「応答確認」 

-「切断」 

-「経過表示」 

-「解放」 

-「解放完了」 

-「呼設定」 

 

６．４ ＳＳ－ＣＴ状態定義 

６．４．１ 通信中転送ＰＩＮＸでの状態 

 通信中転送ＰＩＮＸでの手順は、ユーザＡからの特定の通信中転送要求に関連して、そのＰＩＮＸでのＳＳ－Ｃ

Ｔ制御エンティティにある以下の概念的な状態で書かれている。 

 

６．４．１．１ CT-空き（CT-Idle） 

 ＳＳ－ＣＴは、動作していない。 

 

６．４．１．２ CT-ユーザＣからの応答待ち（CT-Await-Answer-From-User-C） 

 “alerting”の値を持つ callStatusを伴った callTransferCompleteインボークＡＰＤＵが、一次ＰＩＮＸに送られた。こ

の状態は、中継形通信中転送の間使われる場合がある。 

 

６．４．１．３ CT-確認応答待ち（CT-Await-Identify-Response） 

 callTransferIdentify インボークＡＰＤＵが、二次ＰＩＮＸに送られた。この状態は、リルーチング形通信中転送の

間使われる。 

 

６．４．１．４ CT-開始応答待ち（CT-Await-Initiate-Response） 

 callTransferInitiate インボークＡＰＤＵが一次ＰＩＮＸに送られた。この状態は、リルーチング形通信中転送の間

使われる。 

 

６．４．２ 一次ＰＩＮＸでの状態 

 一次ＰＩＮＸでの手順は、一次呼、すなわちユーザＢの特定の呼に関連して、そのＰＩＮＸでのＳＳ－ＣＴ制御

エンティティにある以下の概念的な状態で書かれている。 
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６．４．２．１ CT-空き（CT-Idle） 

 ＳＳ－ＣＴは、動作していない。 
 

６．４．２．２ CT-呼設定応答待ち（CT-Await-Setup-Response） 

 callTransferSetupインボークＡＰＤＵが二次ＰＩＮＸに送られた。この状態は、リルーチング形通信中転送の間使

われる。 

 

６．４．２．３ CT-応答待ち（CT-Await-Connect） 

 一次呼は呼出中の二次ユーザに転送され、一次ユーザはそれを通知された。二次ユーザによる応答を通知する「応

答」メッセージを待っている。 

 

６．４．３ 二次ＰＩＮＸでの状態 

 二次ＰＩＮＸでの手順は、ユーザＣの特定の呼に関連して、そのＰＩＮＸでのＳＳ－ＣＴ制御エンティティにあ

る概念的な状態で書かれている。 

 

６．４．３．１ CT-空き（CT-Idle） 

 ＳＳ－ＣＴは、動作していない。 

 

６．４．３．２ CT-呼設定待ち（CT-Await-Setup） 

 callTransferIdentify リターンリザルトＡＰＤＵが通信中転送ＰＩＮＸに送られた。この状態は、リルーチング形通

信中転送の間使われる。 

 

６．５ ＳＳ－ＣＴ信号手順 

 本章でのプロトコル制御状態は、ＪＳ－１１５７２で定義された基本呼プロトコル制御状態のことをいう。 

 

注－本節での詳述は、異なるＰＩＮＸであるそれぞれのエンドＰＩＮＸに基づいている。しかし、本節はまた、

３のうち２つのＰＩＮＸが同じであるシナリオに適用できる。これらのシナリオでは、本節で記述された信号手順

およびメッセージフローのいくつかは、ＰＩＮＸの実装によるものであり、本標準の規定範囲外にある。 

 

 付属資料Ｃは、メッセージシーケンスのいくつかの例を含む。 

 

６．５．１ 通信中転送ＰＩＮＸでの動作 

 通信中転送手順は、動作に関わる２つの呼を規定するユーザＡからの要求により起動される。通信中転送ＰＩＮ

Ｘは、２つの呼のうちの１つの呼のプロトコル制御状態が「通信中」であり、有効な一次呼であることと、もう片

方の呼のプロトコル制御状態が「通信中」もしくは「呼出通知」であり、有効な二次呼であることを確認する。 

 

 もしユーザＣがＩＳＤＮでないユーザであれば、6.7.2節に示す二次呼にとって追加の状態が有効となる。 

 

注 

1   通信中転送ＰＩＮＸによって実行される追加のチェック、たとえばＩＳＯ／ＩＥＣ １３８６５の要

求を満たすことは本標準の範囲外である。 

2   通信中転送ＰＩＮＸでの手順のＳＤＬ表記は付属資料Ｄの付図 D.1/JS-13869で示される。 
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 通信中転送要求を確認した後、通信中転送ＰＩＮＸは、中継形もしくはリルーチング形のいずれを実行するかを

決定する。 

 

注 

3   これは通信中転送ＰＩＮＸの能力、既知のネットワークトポロジー、現在の呼に関連して 

既知の一次または二次ＰＩＮＸの能力に依存する。 

 

 もしリルーチング形手順による通信中転送が試されるなら、6.5.1.3節及び 6.5.1.4節が適用され、そうでなければ

6.5.1.1節及び 6.5.1.2節で定義された中継形手順が適用される。 

 

 通信中転送が成功した場合は（中継形もしくはリルーチング形のどちらかが）、通信中転送ＰＩＮＸは２つの呼

からユーザＡを解放し、アクセスの手順に応じた方法でユーザＡに通知する。 

 

 たとえば要求が妥当でないため、もしくはリルーチングの失敗のために、通信中転送に失敗した場合は、通信中

転送ＰＩＮＸはユーザＡの２つの呼を保持してユーザＡに拒否を通知するか、もしくはもし呼がすでにユーザＡか

ら解放されているならば、実装による動作を採用する。 

 

６．５．１．１ 中継形通信中転送の正常手順 

 通信中転送ＰＩＮＸは一次と二次呼のＢチャネルを結合し、「ファシリティ」メッセージ内で callTransferComplete

インボークＡＰＤＵを一次と二次呼のそれぞれの呼番号を使用して一次と二次ＰＩＮＸに対して送信する。新しい

呼のそれぞれの終端点の指示をするためにアーギュメントの中に、endDesignationが含まれる。もし、通信中転送時

に二次呼がプロトコル制御状態の「通信中」でなかったら、通信中転送ＰＩＮＸは、一次ＰＩＮＸに送られるイン

ボークのアーギュメントに“alerting”の値を伴った callStatusを含む。加えて、利用できるなら通信中転送呼で他の

ユーザを識別する redirectionNumber と redirectionName、そして他の呼の呼設定の間に出くわした経過表示指示を伝

える basicCallInfoElementsのような、他の情報が指示されるかもしれない。 

 

 もし、通信中転送開始時に、二次呼がプロトコル制御状態の「通信中」でなかったら、通信中転送ＰＩＮＸは一

次呼と二次呼の信号コネクションを直ちに結合させずに「CT-ユーザＣからの応答待ち」状態に入る。 

 

 「CT-ユーザＣからの応答待ち」状態で、もし、通信中転送ＰＩＮＸが一次ＰＩＮＸからの callTransferUpdate か

subaddressTransferインボークＡＰＤＵを受信したら、callTransferUpdateか subaddressTransferインボークＡＰＤＵを

二次ＰＩＮＸに対してそれぞれ送信する。そして、もし、通信中転送ＰＩＮＸが二次ＰＩＮＸからの

callTransferUpdateか subaddressTransferインボークＡＰＤＵを受信すると、callTransferUpdateか subaddressTransferイ

ンボークＡＰＤＵを一次ＰＩＮＸに対してそれぞれに送信する。いずれの場合も送られるＡＰＤＵのアーギュメン

ト内の情報は、受信したＡＰＤＵのアーギュメントの情報と同じである。そして、転送ＰＩＮＸは同じ状態に留ま

る。 

 

 「CT-ユーザＣからの応答待ち」状態で、一次または二次ＰＩＮＸからの呼の切断解放メッセージ受信では、通信

中転送ＰＩＮＸはＪＳ－１１５７２に従ってそれぞれ二次または一次ＰＩＮＸに対する呼を復旧する。「CT-ユーザ

Ｃからの応答待ち」状態で、通信中転送ＰＩＮＸは一次ＰＩＮＸから二次ＰＩＮＸへの「通知」メッセージで受信

した全ての通知識別子情報要素を伝える。そして逆も同じであり、同じ状態に留まる。 
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 もし、一次と二次呼の両方がプロトコル制御状態で「通信中」であれば、２つの callTransferComplete インボーク

ＡＰＤＵを送信した後、通信中転送ＰＩＮＸは２つのコネクションを結合する。以後は新たな呼の中継ＰＩＮＸと

して動作し始める。そして「CT-空き」状態に入る。 

 

 「CT-ユーザＣからの応答待ち」状態の間に二次呼の呼番号で「応答」メッセージを受信した場合、通信中転送Ｐ

ＩＮＸは一次呼の呼番号で callTransferActiveインボークＡＰＤＵを伴った「ファシリティ」メッセージを送信する。

basicCallInfoElements要素が含まれるかもしれない。さらに、ＩＳＯ／ＩＥＣ １３８６８で定義されたように、「応

答」メッセージの中に connectedNameインボークＡＰＤＵを伴うファシリティ情報要素が含まれている場合、通信中

転送ＰＩＮＸは connectedName インボークＡＰＤＵを別々のインボークＡＰＤＵとして中継する代わりに、

callTransferActiveインボークＡＰＤＵの中の connectedName要素として含むかもしれない。通信中転送ＰＩＮＸは２

つのコネクションを連結して作られた呼の中継ＰＩＮＸとして動作を始める。そして「CT-空き」状態に入る。 

 

６．５．１．２ 中継形通信中転送の例外手順 

 適用しない。 

 

６．５．１．３ リルーチング形通信中転送の正常手順 

 リルーチング形通信中転送の開始のために、通信中転送ＰＩＮＸは、二次呼の呼番号を使用し二次ＰＩＮＸに対

して「ファシリティ」メッセージで callTransferIdentifyインボークＡＰＤＵを送信し、タイマＴ１を開始する。そし

て「CT-確認応答待ち」状態に入る。 

 

 「CT-確認応答待ち」状態で、二次呼の呼番号での callTransferIdentify リターンリザルトＡＰＤＵを伴う「ファシ

リティ」メッセージを受信すると、通信中転送ＰＩＮＸは一次呼の呼番号を使用し一次ＰＩＮＸに対して「ファシ

リティ」メッセージで callTransferInitiateインボークＡＰＤＵを送信し、タイマＴ１を停止後タイマＴ３を開始する。

callTransferIdentify リターンリザルトＡＰＤＵの結果の中で受信した callIdentity と rerouteingNumber 情報を、

callTransferInitiateインボークＡＰＤＵのアーギュメントに設定し直す。そして「CT-開始待ち応答」状態に入る。 

 

 「CT-開始応答待ち」状態で、一次呼の呼番号での callTransferInitiateリターンリザルトＡＰＤＵを伴う「切断」メ

ッセージを受信すると、通信中転送ＰＩＮＸは基本呼手順に従って一次呼の切断解放を続け、まだ二次呼が切断解

放されていないなら、基本呼手順に従って二次呼の復旧を開始し、タイマＴ３を停止する。ユーザＡに対して通信

中転送が成功で終了したことを通知し、「CT-空き」状態に入る。 

 

 「CT-確認応答待ち」状態または「CT-開始応答待ち」状態で、一次または二次呼の切断解放を基本呼制御から通

知された場合、もし、他の呼が切断解放されていなかったら、通信中転送ＰＩＮＸはその呼の切断解放を開始し、

ユーザＡに対して通信中転送が成功で終了したことを通知し、「CT-空き」状態に入る。 

 

６．５．１．４ リルーチング形通信中転送の例外手順 

 「CT-確認応答待ち」状態で、二次呼の呼番号での callTransferIdentify リジェクトもしくはリターンエラーＡＰＤ

Ｕを伴うファシリティメッセージを受信すると、通信中転送ＰＩＮＸはタイマＴ１を停止し、リルーチング形通信

中転送手順を中止する。そして、エラー理由表示により、6.5.1.1節と 6.5.1.2節で規定されたように中継形通信中転

送を再度開始するか、または、「CT-空き」状態に入る。 

 

 タイマＴ１が満了すると、通信中転送ＰＩＮＸは二次呼の呼番号で“callTransferAbandon”インボークＡＰＤＵを
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送信し、リルーチング形通信中転送手順を中止する。そして 6.5.1.1節と 6.5.1.2節で規定されたように中継形通信中

転送を再度開始する。 

 

 「CT-開始応答待ち」状態で、一次呼の呼番号を使用し、callTransferInitiateリジェクトもしくはリターンエラーＡ

ＰＤＵを伝達する「ファシリティ」メッセージを受信すると、通信中転送ＰＩＮＸは、呼がまだ切断解放されてい

なければ二次呼の呼番号を使用した「ファシリティ」メッセージで callTransferAbandon インボークＡＰＤＵを送信

し、タイマＴ３を停止し、リルーチング形通信中転送手順を中止する。そして、エラー理由表示により、6.5.1.1 節

と 6.5.1.2節で規定されたように中継形通信中転送を再度開始するか、「CT-空き」状態に入る。 

 

 タイマＴ３が満了すると、まだ二次ＰＩＮＸにより呼が切断解放されていないなら、通信中転送ＰＩＮＸは二次

呼の呼番号で callTransferAbandonインボークＡＰＤＵを伝達し、リルーチング形通信中転送手順を中止する。もし、

二次呼が切断解放されていないなら、6.5.1.1節と 6.5.1.2節での規定されたように中継形通信中転送を再度開始する

か、「CT-空き」状態に入る。 

 

６．５．２ 一次ＰＩＮＸでの動作 

 ＰＩＮＸは、プロトコル制御状態が「通信中」の場合に限り、ＳＳ－ＣＴの一次ＰＩＮＸ宛であることを示すＡ

ＰＤＵを有効として扱う。 

 

   注 － 一次ＰＩＮＸでの手順のＳＤＬ表現は付属資料Ｄの付図D.2/JS-13869に示されている。 

 

６．５．２．１ 中継形通信中転送の正常手順 

 6.5.2 節の条件を満たしたcallTransferCompleteインボークＡＰＤＵを含んだ「ファシリティ」メッセージを受信す

るとき、一次ＰＩＮＸは次のように進行する。“primaryEnd”の値を持つendDesignation要素が存在していることは、

ＰＩＮＸが一次ＰＩＮＸとして動作すべきことを示す。オプションとしてcallTransferCompleteインボークＡＰＤＵを

受信した呼番号を使った、「ファシリティ」メッセージによりcallTransferUpdateインボークＡＰＤＵを送ることもで

きる。アーギュメントの中でredirectionNumber注記やオプショナル・データ要素であるredirectionNameのほかユーザＢ

に関連する情報を含むbasicCallInfoElementsを、送ることができる。一次ＰＩＮＸは、通信中転送の詳細を記録し、

通知を受けることが可能ならばユーザＢに通知し、さらにインボークで受信したその他の詳細を適宜ユーザＢに伝

えることができる。通知制限の指定のある番号や名前は通信中転送先のユーザに伝達されないものとする。一次Ｐ

ＩＮＸは、ユーザＣへのサブアドレスの伝達を要求する場合がある。一次ＰＩＮＸは「CT-空き」状態に留まる。 

 

 「CT-空き」状態で有効な追加の手順は 6.5.5節に規定される。 

 

６．５．２．２ 中継形通信中転送の例外手順 

 適用しない。 

 

６．５．２．３ リルーチング形通信中転送の正常手順 

 プロトコル制御状態が「通信中」の間に callTransferInitiate インボークＡＰＤＵを含んだ「ファシリティ」メッセ

ージを「CT-空き」状態で受信すると、一次ＰＩＮＸは、自らが通信中転送に関与できるかどうか決定する。関与で

きる場合、それは、callTransferInitiateインボークＡＰＤＵのアーギュメントの中で受信した rerouteingNumberの内容

                                                                 

注記 ： 原文ではオプションであるように記述されているが誤りと思われるため修正した。 
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から定まるルートの出Ｂチャネルを選択することにより新規のコネクションを確立しようとする。Ｂチャネルが使

用可能な場合、ＪＳ－１１５７２の手順に従い新たな呼番号を使って「呼設定」メッセージが送られる。「呼設定」

メッセージは以下の情報要素を含む。 

 

 － 伝達能力。発信呼の伝達能力情報を含む。 

 － 着番号。受信したアーギュメントの中のrerouteingNumberで受信した番号を含む。 

 － 「ファシリティ」 

 － 送信完了 

 

 「呼設定」メッセージは、「ファシリティ」情報要素にcallTransferSetupインボークＡＰＤＵを含み、アーギュメ

ントであるcallIdentityはcallTransferInitiateインボークのアーギュメントで受信したcallIdentityと同じ値をもつ。「呼

設定」メッセージはcallTransferUpdateインボークＡＰＤＵも含む場合がある。RedirectionNumber注記やオプション要

素であるredirectionName、basicCallInfoElementsを、アーギュメントの中で送ることができる。オプションとして、タ

イマＴ４の開始が可能である。 

 

 その後「CT-呼設定応答待ち」状態に入る。新規コネクションを確立する際には、ＪＳ－１１５７２のプロトコル

手順が適用される。 

 

   注 － 最初にプロトコル制御は「発呼」状態に入る｡「呼設定受付」メッセージを受信すると「発呼受付」

状態に、「呼出」を受信すると「呼出中」状態に、「応答」を受信すると「通信中」状態になる。 

 

 callTransferSetupリターンリザルトＡＰＤＵを含む「応答」メッセージを「CT-呼設定応答待ち」状態で受信する（新

規コネクションの呼番号を使って）とき、一次ＰＩＮＸは古いコネクションのＢチャネルを切断し、ユーザＢと新

規コネクションのＢチャネルを接続する。タイマＴ４が動作していれば停止させる。一次ＰＩＮＸは、転送の詳細

を記録し、通知を受けることが可能ならばユーザＢに通知することができる。「応答」メッセージが、アーギュメ

ントの中でオプショナル・データ要素であるredirectionNumber、redirectionNameまたはbasicCallInfoElementsを伴う、

callTransferUpdateインボークＡＰＤＵも含むならば、そこに収められている情報をユーザＢに送ることができる。通

知制限の指定のある番号や名前は通信中転送先のユーザに送られないものとする。一次ＰＩＮＸは、ユーザＣへの

サブアドレスの伝達を要求する場合がある。callTransferInitiateリターンリザルトＡＰＤＵを含む「切断」メッセージ

は、古いコネクションの呼番号を使用して通信中転送ＰＩＮＸに送られる。古いコネクションの解放は、ＪＳ－１

１５７２のプロトコル手順に従う。「CT-空き」状態に入る。 

 

 callTransferSetupリターンリザルトＡＰＤＵを含む「呼出」メッセージを「CT-呼設定応答待ち」状態で受信する（新

規のコネクションの呼番号を使って）とき、一次ＰＩＮＸは「CT-空き」状態にでなく「CT-応答待ち」状態に入る

こと以外は前の段落に定められる手順に従って進行する。 

 

 ユーザＣが呼を受け付けたことを示す「応答」メッセージを「CT-応答待ち」状態で受信するとき、一次ＰＩＮＸ

は表示規制に従いユーザＢに通知し、適宜詳細を知らせることが可能で、「CT-空き」状態に入る。 

 

 「CT-空き」状態に有効な追加の手順は、6.5.5節に示される。 
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６．５．２．４ リルーチング形通信中転送の例外手順 

 callTransferInitiateインボークＡＰＤＵを含む「ファシリティ」メッセージを「CT-空き」状態で受信したが一次Ｐ

ＩＮＸが関与することができない場合、適切なエラーを含む callTransferInitiate リターンエラーＡＰＤＵが受信した

インボークの呼番号を使用した「ファシリティ」メッセージで送られる。 

 

 「CT-呼設定応答待ち」状態で、タイマＴ４の満了か、あるいは callTransferSetup リターンエラーＡＰＤＵもしく

はリジェクトＡＰＤＵを含む新規コネクションの呼番号を使用した切断解放メッセージの受信により、一次ＰＩＮ

ＸはＪＳ－１１５７２の手順に従い新規コネクションの終話を進め、一次呼の呼番号を使用した「ファシリティ」

メッセージを送る。「ファシリティ」メッセージにおいて、callTransferInitiate リターンエラーＡＰＤＵが送られ、

そのエラー値として“establishmentFailure”あるいは事前に callTransferSetup リターンエラーＡＰＤＵが受信されて

いる場合にはその中で通知されるエラー値を示す。 

 

 ユーザＢによる呼切断解放を「CT-呼設定応答待ち」状態で検出するとき、または一次呼の呼番号を使用した呼切

断解放メッセージを受信するとき、一次ＰＩＮＸはＪＳ－１１５７２の手順に従って一次呼の切断解放を進め、さ

らにＪＳ－１１５７２の手順を使用し新規コネクションの呼切断解放を開始する。 

 

 ユーザＢによるか、またはリルートコネクションの呼番号を使用した切断解放メッセージの受信による、リルー

トコネクションの呼切断解放を「CT-応答待ち」状態で検出するとき、一次ＰＩＮＸはＪＳ－１１５７２の手順に従

ってリルートコネクションの切断解放を進める。 

 

 上記のすべてのケースにおいて、実行中の場合タイマＴ４は停止し、「CT-空き」状態に入る。 

 

６．５．３ 二次ＰＩＮＸでの動作 

 ＰＩＮＸは、プロトコル制御状態が「通信中」か「呼出中」の場合、または 6.7.1.1節に定められるインタワーキ

ング状況に該当する特別な条件が満たされる場合に限り、ＳＳ－ＣＴの二次ＰＩＮＸ宛であることを示すＡＰＤＵ

を有効とみなす。 

 

   注 － 二次ＰＩＮＸでの手順のＳＤＬ表現は付属資料Ｄの付図 D.3/JS-13869に示されている。 

 

６．５．３．１ 中継形通信中転送の正常手順 

 6.5.3 節にあげられた条件を満たしながら、callTransferComplete インボークＡＰＤＵを含む「ファシリティ」メッ

セージを「CT-空き」状態で受信するとき、二次ＰＩＮＸは以下のように進行する。“secondaryEnd”の値を持つ

endDesignation 要素の存在は、ＰＩＮＸが二次ＰＩＮＸとして動作すべきことを示す。オプションとして

callTransferComplete インボークＡＰＤＵを受信した呼番号を使った「ファシリティ」メッセージにより、

calltransferUpdate インボークＡＰＤＵを一次ＰＩＮＸに送ることもできる。オプショナル・データ要素である

redirectionNumberや redirectionNameのほか、ユーザＣに関連する basicCallInfoElementsをアーギュメントとして送る

ことができる。二次ＰＩＮＸは、通信中転送の詳細を記録し、当該情報の受信が可能ならばユーザＣに通知するこ

とができる。二次呼のプロトコル制御状態が「通信中」であれば、二次ＰＩＮＸはユーザＢへのサブアドレスの伝

達を要求する場合がある。二次ＰＩＮＸは「CT-空き」状態に留まる。 

 

   注 － ユーザＣの応答が検知されるとき、ＪＳ－１１５７２の手順に従い、二次呼の呼番号を使用した   

「応答」メッセージを通信中転送ＰＩＮＸに送る。 
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 「CT-空き」状態で有効な追加の手順は 6.5.5節に規定される。 

 

６．５．３．２ 中継形通信中転送の例外手順 

 適用しない。 

 

６．５．３．３ リルーチング形通信中転送の正常手順 

 6.5.3節にあげられた条件下で callTransferIdentifyインボークＡＰＤＵを含む「ファシリティ」メッセージを「CT-

空き」状態で受信するとき、二次ＰＩＮＸはリルーチングによりＳＳ－ＣＴを進めることが可能かどうかを判断す

る。可能な場合、インボークＡＰＤＵを受信した呼番号を使用した「ファシリティ」メッセージで calltransferIdentify

リターンリザルトＡＰＤＵを送るほか、タイマＴ２を開始し、「CT-呼設定待ち」状態に入る。callIdentity や

rerouteingNumberはアーギュメントの中に含まれる。rerouteingNumber要素は、「呼設定」メッセージの中の情報要

素である着番号情報要素の内容として使用されるとき、二次ＰＩＮＸへの経路選択を行うのに十分な番号を含む。 

 

 注 － 提供される番号はＰＩＳＮを通じて定義区間をもつ。番号が私設網番号計画（ＰＮＰ）の番号の場合、

完結番号でなければならない。それがＥ.１６４番号の場合、加入者番号では不十分であるおそれがあ

り、一部の網では国内番号でも不十分であるおそれがある。 

 

 callIdentity要素は、おそらく rerouteingNumberと関連してＳＳ－ＣＴがインボークされた呼を識別する番号になる。

callIdentity要素は二次ＰＩＮＸの内部で意味を持つ。 

 

 入「呼設定」メッセージに対してＪＳ－１１５７２の手順に従いＢチャネルを合意し、「呼設定受付」メッセー

ジを送り返す場合、「呼設定」が callTransferSetupインボークＡＰＤＵを含んでいれば、二次ＰＩＮＸは以下のよう

に進行する。callTransferSetupのアーギュメントの callIdentityと、ＳＳ－ＣＴ制御エンティティが「CT-呼設定待ち」

状態の呼の callIdentity とが一致すれば、二次ＰＩＮＸはタイマＴ２を停止させ、ユーザＡとの二次コネクションの

一部のＢチャネルを切断し、ＪＳ－１１５７２の手順に従って「切断」メッセージを送ることによりこのコネクシ

ョンの解除を行い、さらには新規のコネクション（「呼設定」メッセージにより要求される）とユーザＣへの二次

呼の残りを関連付ける。二次ＰＩＮＸは通信中転送の詳細を記録し、通信中転送先ユーザに知らせ、ユーザＢへの

サブアドレスの伝達を要求する場合がある。「呼設定」メッセージには、callTransferUpdate インボークＡＰＤＵも

含むことが可能であり、そのアーギュメントにはオプション要素である redirectionNumber、redirectionName、

basicCallInfoElementsを含む。これに含まれる情報は、番号または名前の通知制限の指定に従い、ユーザＣに送るこ

ともできる。 

 

 次に、二次呼が「通信中」状態にある場合、callTransferSetupリターンリザルトＡＰＤＵは、新規コネクションの

呼番号を使用して「応答」メッセージで送るが、二次呼がプロトコル制御状態で「通信中」になっていなければ、

リターンリザルトＡＰＤＵは「呼出」メッセージで送られる。「応答」または「呼出」メッセージは callTransferUpdate

インボークＡＰＤＵも含む場合もあり、オプション要素である redirectionNumber、 redirectionName、

basicCallInfoElementsをインボークＡＰＤＵのアーギュメントで伝える。その後「CT-空き」状態に入る。 

 

注 － ユーザＣの応答を検知すると、「応答」メッセージは、新規ルートコネクションの呼番号を使用し、Ｊ

Ｓ－１１５７２の手順に従って一次ＰＩＮＸに送られる。 
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 「CT-空き」状態で有効な追加の手順は 6.5.5節で規定される。 

 

６．５．３．４ リルーチング形通信中転送の例外手順 

 二次ＰＩＮＸが callTransferIdentify インボークＡＰＤＵに従うことができない場合、適切なエラーを伴う

callTransferIdentify リターンエラーＡＰＤＵを含む「ファシリティ」メッセージを返送する。理由としては、以下が

ある。 

 

 － 無効呼状態 

 － 一時的にリルーチング手順による通信中転送の二次ＰＩＮＸとして関与する 

  ことができない状態。 

 － リルーチングによるＳＳ－ＣＴは実装されない。 

 

 “unrecognizedCallIdentity”以外のあらゆるエラーが使用されうる。 

 

 callTransferSetupインボークＡＰＤＵを含む入「呼設定」メッセージを「CT-呼設定待ち」状態でＳＳ－ＣＴエンテ

ィティと関連付けることができないときは、新規コネクションを切断解放するため「切断」メッセージを送出する

ことになる。実装により、「切断」メッセージは以下のいずれかを含む。 

 

 － “未割当（欠）番号”などの適切な理由番号を含む理由表示情報要素 

 －  理 由 番 号 #29 “ フ ァ シ リ テ ィ 拒 否 ” を 含 む 理 由 表 示 情 報 要 素 と エ ラ ー 値

“unrecognizedCallIdentity”を含むリターンエラーＡＰＤＵ 

 

 二次呼の呼番号を使用した「ファシリティ」メッセージにおいてcallTransferAbandonインボークＡＰＤＵを「CT-

呼設定待ち」状態で受信するとき、二次ＰＩＮＸはタイマＴ２を停止させ、リルーチング形通信中転送手順を中止

させてから、「CT-空き」状態に入る。 

 

 ユーザＣ注記 によるか、または二次呼の呼番号を使用した切断解放メッセージを受信による二次呼の切断解放を

「CT-呼設定待ち」状態で検出するとき、二次ＰＩＮＸは、ＪＳ－１１５７２の手順に従い二次呼の切断解放を進め、

実行中の場合はタイマＴ２を停止し、「CT-空き」状態に入る。 

 

 タイマＴ２が満了するとき、二次ＰＩＮＸはリルーチング形通信中転送手順を中止し、「CT-空き」状態に入る。 

 

６．５．４ 中継ＰＩＮＸでの動作 

ＳＳ－ＣＴのサポートで特別な動作は必要とされない。 

 

６．５．５ 一次および二次ＰＩＮＸでのその後の動作 

 callTransferUpdateインボークＡＰＤＵを含む「ファシリティ」メッセージは、「CT-空き」状態にて受信が可能で

ある。そこに含まれる情報はローカル・ユーザに送ることができる。ただし、それはその情報の受信が可能で、番

号または名前の通知が許容されている場合に限る。callTransferCompleteインボークＡＰＤＵの受信により以前受信し

た情報を無効にする。 

                                                                 

注記 ： 原文では“ユーザB”であるが誤りと思われるため修正した。 
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 subaddressTransferインボークＡＰＤＵを含む「ファシリティ」メッセージが「CT-空き」状態で受信される場合、

ＰＩＮＸはサブアドレスをローカル・ユーザに中継することができる。 

 

 ローカル・ユーザの端末がサブアドレス情報を他のユーザに「CT-空き」状態で提供する場合、ＰＩＮＸは「ファ

シリティ」メッセージのsubaddressTransferインボークＡＰＤＵで情報を送信する。 

 

 callTransferActiveインボークＡＰＤＵを含む「ファシリティ」メッセージが「CT-空き」状態で受信されるとき、

受信情報はローカル・ユーザに送ることができる。ただし、これは情報の受信が可能で、番号または名前の通知が

許容されている場合に限る。受信情報は、以前に受信した情報より優先される。 

 

 １つの実装オプションとして一次ＰＩＮＸまたは二次ＰＩＮＸは、通信中転送が生じた事実を記録するとともに、

通信中転送が起こらなかった場合に上記の事象を無視することができる。 

 

６．６ 公衆ＩＳＤＮとのインタワーキングにおけるＳＳ－ＣＴの動作 

６．６．１ ゲートウェイＰＩＮＸでの動作 

 インタワーキングの局面は、その状況の形によって異なるが、関連のある形は以下のとおりである。 

 

 － ユーザＡがＰＩＳＮにいて、一人か二人の公衆ＩＳＤＮユーザに通信中転送する。 

 － ユーザＡが公衆ＩＳＤＮにいて、一人か二人のＰＩＳＮユーザに通信中転送する。 

 

６．６．１．１ ユーザＡがＰＩＳＮにいる場合のインタワーキング時の動作 

 ユーザＡがＰＩＳＮにいて、ユーザＢ（ユーザＣ）が公衆ＩＳＤＮにいるとき、通信中転送はＰＩＳＮの範囲内

で実施され、ゲートウェイＰＩＮＸが一次（二次）ＰＩＮＸとして機能する。 

 

 入口で信号プロトコルが許す場合、ゲートウェイＰＩＮＸは“通信中”と“呼出中”のいずれの状態であるかや、

通信中転送先ユーザの番号またはサブアドレスのような関連情報とともに、通信中転送の発生を適切な通知または

オペレーションによって公衆ＩＳＤＮへ通知する。 

 

 その後にサブアドレス情報が公衆ＩＳＤＮから受信される場合、その情報は「ファシリティ」メッセージの

subaddressTransferインボークＡＰＤＵにおいてconnectedSubaddressデータ要素として他のエンドＰＩＮＸに転送さ

れる。 

 

６．６．１．２ ＰＩＳＮユーザが公衆ＩＳＤＮによって転送される場合のインタワーキング時の動作 

 ユーザＡが公衆ＩＳＤＮにいるとき、通信中転送は公衆ＩＳＤＮの範囲内で実行される。 

 ゲートウェイＰＩＮＸは、通信中転送表示で受信した"callTransferred, active" または "call Transferred, alerting"の情

報と、オプションとして通信相手番号を「ファシリティ」メッセージのcallTransferCompleteインボークＡＰＤＵで他

のエンドＰＩＮＸに転送する。このインボークＡＰＤＵのendDesignation要素は、通信中転送が行われる呼がまだ「通

信中」状態に達していないＩＳＤＮからの着信呼である場合（この場合、endDesignation要素は“secondaryEnd”と

符号化）を除き“primaryEnd”と符号化される。他のデータ要素を含めるかどうかは、公衆ＩＳＤＮから受信する情

報による。 
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 他のエンドＰＩＮＸからconnectedSubaddressデータ要素を伴うsubaddressTransferインボークＡＰＤＵを含む「ファ

シリティ」メッセージを受信するとき、ゲートウェイＰＩＮＸは、サブアドレス情報に対する要求が残っているな

らばサブアドレス情報を公衆ＩＳＤＮに転送する。 

 

 サブアドレス情報が別のオペレーションで公衆ＩＳＤＮから受信される場合、この情報は、「ファシリティ」メ

ッセージのsubaddressTransferインボークＡＰＤＵにおいてconnectedSubaddressデータ要素として他のエンドＰＩＮ

Ｘに転送される。 

 

６．６．２ その他のＰＩＮＸでの動作 

 6.5節の手順が適用される。 
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６．７ 非ＩＳＤＮとのインタワーキングにおけるＳＳ－ＣＴの動作 

６．７．１ ゲートウェイＰＩＮＸでの動作 

６．７．１．１ ＰＩＳＮの範囲内における転送 

 ユーザＡがＰＩＳＮにいて、ユーザＢ（ユーザＣ）が非ＩＳＤＮにいるとき、通信中転送はＰＩＳＮの範囲内で

実行され、ゲートウェイＰＩＮＸは一次（二次）ＰＩＮＸとして機能する。 

 

 ゲートウェイＰＩＮＸ注記 は、本標準に定められた信号システムと非ＩＳＤＮの信号システムの間で通信中転送の

ための信号マッピングを実行する。 

 

 非ＩＳＤＮとインタワークする出ゲートウェイＰＩＮＸは、プロトコル制御状態が「着呼受付」か「分割着呼」

のときも又ＳＳ－ＣＴの二次ＰＩＮＸであることを示すＡＰＤＵを有効とみなす。 

 

   注 － 通信中転送で二次ＰＩＮＸ機能を担う出ゲートウェイＰＩＮＸは、ユーザＡを収容しているＰＩＮ

Ｘからの着呼を処理する一方で、通信中転送の起動の前に、ユーザＡを収容しているＰＩＮＸにＪＳ

－１１５７２に従いＩＴＵ－Ｔの経過内容#1“非ＩＳＤＮとのインタワーキング”を伴う経過識別子

情報を逆方向の適切なメッセージで送出することによりインタワーキングを通知する。 

 

 リルーチング形通信中転送において二次ＰＩＮＸ機能を果たすゲートウェイＰＩＮＸが、callTransferSetupインボ

ークＡＰＤＵを含む入「呼設定」メッセージを、ＳＳ－ＣＴ制御エンティティが「CT-呼設定待ち」状態の呼と関係

付けた時、このＰＩＮＸは二次呼がプロトコル制御状態の「着呼受付」または「分割着呼」であれば、callTransferSetup

リザルトが「経過表示」メッセージで送られる以外は本標準の6.5.3.3節に定められた手順に従って進行する。 

 

６．７．１．２ 非ＩＳＤＮ内での転送 

 ユーザＡが非ＩＳＤＮにある場合、通信中転送は、そのネットワークの中で行われる。 

 

 非ＩＳＤＮが通信中転送の通知を送ることができる場合、ゲートウェイＰＩＮＸは、受信した“callTransferred, 

active”とか“call Transferred, alerting” などの事象を示す通知を、「ファシリティ」メッセージのcallTransferComplete

インボークＡＰＤＵに含めてもう１つのエンドＰＩＮＸに送る。このインボークＡＰＤＵのendDesignation要素は､

通信中転送が適用される通話がまだ「通信中」状態に達していない非ＩＳＤＮからの着信呼である場合は

“secondaryEnd”に符号化されるがこのケースを除いて、“primaryEnd”に符号化される。転送相手番号、氏名など

の他のデータ要素を含むかどうかは、非ＩＳＤＮから受信した情報による。 

 

 connectedSubaddressデータ要素を伴うsubaddressTransferインボークＡＰＤＵを含む「ファシリティ」メッセージを

もう１つのエンドＰＩＮＸから受信するとき、ゲートウェイＰＩＮＸは、信号システムが許せば、このサブアドレ

ス情報を非ＩＳＤＮに送る。 

 

 サブアドレス情報を非ＩＳＤＮから受信する場合、この情報は、「ファシリティ」メッセージの中の

subaddressTransfeインボークＡＰＤＵのconnectedSubaddressデータ要素としてもう１つのエンドＰＩＮＸに送られる。 

 

６．７．１．３ リルーチング形通信中転送の際の非ＩＳＤＮとの協力 

 リルーチング形転送をサポートする別のネットワークとの網間接続の場合で、ＰＩＮＸもリルーチング形通信中

                                                                 
注記：原文では“ＰＩＮＸ”が含まれていないが、誤りと思われるため修正した。 
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転送をサポートする場合には、この二つのネットワークは、リルーチング形通信中転送動作で協力することができ

る。 

 

６．７．２ その他のＰＩＮＸでの動作 

 6.5節の手順が適用される。 

 

 ユーザＣが、非ＩＳＤＮのユーザである場合、通信中転送ＰＩＮＸには、新たなプロトコル制御状態が有効であ

る。そのために通信中転送手順は、「発呼受付」または「分割発呼」の状態からも開始できる。通信中転送ＰＩＮ

Ｘの見地から、二次呼設定時、ＩＴＵ－Ｔ経過内容#1“非ＩＳＤＮとの網間接続”を伴う経過識別子情報要素が二

次ＰＩＮＸからの適切なメッセージの中で受信された場合、ユーザＣは、非ＩＳＤＮの１ユーザとして認められる

に過ぎない。 

 

 ユーザＣが非ＩＳＤＮのユーザで、リルーチング形通信中転送が開始された場合、一次ＰＩＮＸには追加の手順

が有効である。すなわち、CallTransferSetupリターンリザルトＡＰＤＵを含む「経過表示」メッセージを（新しいコ

ネクションの呼番号を使用して）「CT-呼設定応答待ち」状態で受信したとき、一次ＰＩＮＸは、ＡＰＤＵが「呼出」

メッセージで受信されたように進行し、「CT-応答待ち」状態に遷移する。 

 

６．８ ＳＳ－ＣＴと他の付加サービスおよびＡＮＦとの間のプロトコル相互作用 

 この節は、この標準の発行時にステージ３標準が既に発行済みの他の付加サービスおよびＡＮＦとのプロトコル

の相互作用を定めている。本標準の発行後にステージ３標準の発行される付加サービスとＡＮＦとの相互作用につ

いては、その標準を参照されたい。 

 

   注 

    １ 同じメッセージの中でのＳＳ－ＣＴ注記 と別の付加サービスまたはＡＮＦのためのＡＰＤＵの同時伝

達（それぞれがステージ３の標準の要件に従っている）は、それ自体でプロトコルの相互作用とはしな

い。 

    ２ Ｑ参照点での信号プロトコルに影響を与えない追加の相互作用は、関係するステージ１の規定にみら

れる。 

 

６．８．１ 発信者名通知（ＳＳ－ＣＮＩＰ） 

 プロトコルの相互作用は、6.5節に定められている。 

 

６．８．２ 接続先名通知（ＳＳ－ＣＯＮＰ） 

 プロトコルの相互作用は、6.5節に定められている。 

 

６．８．３ ビジー時再呼出（ＳＳ－ＣＣＢＳ） 

 プロトコルの相互作用なし。 

 

６．８．４ 無応答時再呼出（ＳＳ－ＣＣＮＲ） 

 プロトコルの相互作用なし。 

 

                                                                 
注記：原文では“ＣＣ”となっているが誤りのため修正した。 
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６．８．５ 無条件着信転送（ＳＳ－ＣＦＵ） 

 以下の相互作用は、SS-CFUが JS-13873に従ってサポートされる場合に適用される。 

 

６．８．５．１ 中継形通信中転送 PINXでの動作 

「CT-ﾕｰｻﾞ Cからの応答待ち」状態では、通信中転送 PINXは二次 PINXから受信した DivertingLegInformation1ｲﾝﾎﾞ

ｰｸ APDUまたは DivertingLegInformation3ｲﾝﾎﾞｰｸ APDUを一次 PINXに送る。 

 

「CT-ﾕｰｻﾞ Cからの応答待ち」状態では、二次 PINXから callRerouting ｲﾝﾎﾞｰｸ APDUを受信する時、通信中転送 PINX

は、着信転送 PINXとして機能する。着信転送 PINXの手順に従って発生する DivertingLegInformation1ｲﾝﾎﾞｰｸ APDU

または DivertingLegInformation3ｲﾝﾎﾞｰｸ APDUは、一次 PINXに送られる。 

 

通信中転送 PINXが「CT-ﾕｰｻﾞ Cからの応答待ち」状態に入った時、通信中転送 PINXが二次 PINXもしくは着信転

送 PINX の方向から以前に一つ以上の DivertingLegInformation1ｲﾝﾎﾞｰｸ APDU を受信していた（すなわち PINX が

CDO-Divert状態であった）ならば、通信中転送 PINXは DivertingLegInformation1ｲﾝﾎﾞｰｸ APDUを CallTransferComplete

ｲﾝﾎﾞｰｸ APDUとともに一次 PINXに送る。DivertingLegInformation1ｲﾝﾎﾞｰｸ APDUは以下の様にコード化される。 

 

・ diversionReason（最後に受信した DivertingLegInformation1ｲﾝﾎﾞｰｸ APDUの転送理由に基く） 

・ subscription option（いくつかの DivertingLegInformation1ｲﾝﾎﾞｰｸ APDUで受信した最も制限された予約オプション

に基く） 

・ nominatedNr（最後に受信した DivertingLegInformation1ｲﾝﾎﾞｰｸ APDUの指定された数に基く） 

 

通信中転送 PINX が「呼出」メッセージで DivertingLegInformation3ｲﾝﾎﾞｰｸ APDU を受信し、通信中 PINX が

CallTransferComplete ｲﾝﾎﾞｰｸ APDU を一次 PINX にまだ送っていない場合、通信中転送 PINX は最初に

DivertingLegInformation1ｲﾝﾎﾞｰｸ APDUを CallTransferComplete ｲﾝﾎﾞｰｸ APDUとともに一次 PINXに送り、その後、「フ

ァシリティ」メッセージで DivertingLegInformation3ｲﾝﾎﾞｰｸ APDUを送る。 

 

６．８．６ ビジー時着信転送（ＳＳ－ＣＦＢ） 

 次の相互作用はＪＳ－１３８７３に従ってＳＳ－ＣＦＢがサポートされる場合に適用される。 

 

６．８．６．１ 中継形着信転送ＰＩＮＸでの動作 

 プロトコルの相互作用は6.8.5.1節に定められている。 

 

６．８．７ 無応答時着信転送（ＳＳ－ＣＦＮＲ） 

 以下のプロトコルの相互作用は､ＪＳ－１３８７３に従ってＳＳ－ＣＦＮＲがサポートされる場合に適用される。 

 

   注 － 通信中転送された呼に無応答の為にＳＳ－ＣＦＮＲが起動された場合、通信中転送ＰＩＮＸが着信

転送ＰＩＮＸとして機能するか（中継形通信中転送かつリルーチング形着信転送の時）、一次ＰＩ

ＮＸが着信転送ＰＩＮＸとして動作するか（リルーチング形通信中転送かつリルーチング形着信転

送の時）、または二次ＰＩＮＸが着信転送ＰＩＮＸとして機能するか（中継形着信転送の時）のい

ずれかとなる。 
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６．８．７．１ リルーチング形通信中転送ＰＩＮＸ（ＳＳ－ＣＦＮＲではＳＳ－ＣＦＮＲ発ＰＩＮＸ）での動作 

 リルーチング形通信中転送を開始した後にcallReroutingインボークＡＰＤＵを受信するとき、通信中転送ＰＩＮＸ

は、エラー値“supplementaryServiceInteractionNotAllowed”を含むcallReroutingリターンエラーＡＰＤＵをＳＳ－ＣＦ

ＮＲサービス対象ユーザＰＩＮＸに送る。 

 

 通信中転送ＰＩＮＸは、リルーチング形通信中転送の開始後に、受信したdivertingLegInformation1インボークＡＰ

ＤＵとdivertingLegInformation3インボークＡＰＤＵを一次ＰＩＮＸに送らない。 

 

６．８．７．２ 中継形かリルーチング形通信中転送ＰＩＮＸ（ＳＳ－ＣＦＮＲではＳＳ－ＣＦＮＲ発ＰＩＮＸ）

での動作 

 通信中転送ＰＩＮＸは、リルーチング形着信転送の実行中で着信転送元ユーザへの呼または着信転送先ユーザへ

の呼のいずれかを切断・解放する前に、ＳＳ－ＣＴの信号送出を開始しない。 

 

６．８．７．３ リルーチング形通信中転送の二次ＰＩＮＸ（ＳＳ－ＣＦＮＲではＳＳ－ＣＦＮＲサービス対象ユ

ーザＰＩＮＸ）での動作 

 リルーチング形着信転送を開始した後にcallTransferIdentifyインボークＡＰＤＵを受信するとき、ＳＳ－ＣＦＮＲ

サービス対象ユーザＰＩＮＸは、“ supplementaryServiceInteractionNotAllowed”というエラー値を含む

callTransferIdentifyリターンエラーＡＰＤＵを通信中転送ＰＩＮＸに送る。 

 
ＳＳ－ＣＦＮＲは､二次ＰＩＮＸがリルーチング形通信中転送に係わっている間は開始されない。 

 

６．８．７．４ リルーチング形通信中転送の二次ＰＩＮＸ（ＳＳ－ＣＦＮＲではＳＳ－ＣＦＮＲサービス対象ユ

ーザＰＩＮＸであり、着信転送ＰＩＮＸである）での動作 

 

 中継形着信転送の開始後で divertingLegInformation1インボークＡＰＤＵが送られる前に callTransferIdentifyインボ

ークＡＰＤＵを受信すると、ＳＳ－ＣＦＮＲ着信転送ＰＩＮＸは“supplementaryServiceInteractionNotAllowed”という

エラー値を含む callTransferIdentifyリターンエラーＡＰＤＵを通信中転送ＰＩＮＸに送る。 

 

６．８．７．５ 中継形通信中転送の二次ＰＩＮＸ（ＳＳ－ＣＦＮＲではサービス対象ユーザであり、着信転送Ｐ

ＩＮＸである）での動作 

 

 中継形着信転送の開始後に callTransferComplete、callTransferUpdateまたは subaddressTransferインボークＡＰＤＵ

を受信するとき、ＳＳ－ＣＦＮＲ着信転送ＰＩＮＸは､ＳＳ－ＣＦＮＲ手順が行われている間はこのＡＰＤＵを着信

転送先ＰＩＮＸに送らない。着信転送先ＰＩＮＸから「呼出」または「応答」メッセージを受信し､かつ、着信転送

元ユーザが未だ呼に応答していない場合、callTransferComplete、callTransferUpdate または subaddressTransfer のイン

ボークＡＰＤＵで受信した情報は、着信転送先ＰＩＮＸに送られる。 

 

６．８．７．６ 中継形通信中転送ＰＩＮＸでの動作 

 プロトコルの相互作用は 6.8.5.1節に定められている。 

 

６．８．７．７ 中継形通信中転送の一次ＰＩＮＸでの動作 

 ＪＳ－１３８７３の 6.5.1.1節および 6.5.1.2節の発ＰＩＮＸでの動作は、以下のような例外を除いて一次ＰＩＮＸ
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にも適用する。 

 

 －   divertingLegInformation1インボークＡＰＤＵまたはdivertingLegInformation3インボークＡＰ

ＤＵを受信できる基本呼プロトコル制御状態が「通信中」である。 

 －   callTransferActiveインボークＡＰＤＵを受信すると、１次ＰＩＮＸは「CDO-空き」注記 状態

に入る。 

 

６．８．８ 呼毎着信転送（ＳＳ－ＣＤ） 

 即時呼毎着信転送によるプロトコルの相互作用は､ＳＳ－ＣＦＵによる相互作用に関する6.8.5節に定めるような

ものでなければならない。 

 

 呼出中呼毎着信転送によるプロトコルの相互作用は､ＳＳ－ＣＦＮＲによる相互作用に関する6.8.7節に定めるよ

うなものでなければならない。 

 

６．８．９ パス張り替え（ＡＮＦ－ＰＲ） 

 以下の相互作用が、ＡＮＦ－ＰＲがＩＳＯ／ＩＥＣ １３８７４に従ってサポートされる場合に適用される。 

 

６．８．９．１ ＡＮＦ－ＰＲ要求ＰＩＮＸでの動作 

６．８．９．１．１  通信中転送の起動 

 後に述べる要件を満たすため、以下の事象は､ＳＳ－ＣＴの起動とみなされる。 

 

 － callTransferCompleteインボークＡＰＤＵの受信 

 － callTransferIdentifyインボークＡＰＤＵの受信 

 － callTransferInitiateインボークＡＰＤＵの受信 

 － ローカル・ユーザによる通信中転送の起動 

 

 ＳＳ－ＣＴは、ＰＩＮＸがＡＮＦ－ＰＲの要求ＰＩＮＸとして機能している間に起動されれば、通常通り進行す

ることが認められる。ＳＳ－ＣＴがＡＮＦ－ＰＲの「PR-要求開始」または「PR-要求拒否」状態のときに起動され

た場合､ＳＳ－ＣＴのすべての信号送出は、古いパスの上で発生する。ＳＳ－ＣＴがＡＮＦ－ＰＲの「PR-要求完了」

状態のときに起動される場合､その後発生するＳＳ－ＣＴのすべてのシグナリングは、新しいパスで送られ、受信さ

れたＳＳ－ＣＴ信号は､いずれかのパスから受け入れられる。 

 

 pathReplaceSetupインボークＡＰＤＵは、pathReplaceProposeインボークＡＰＤＵを送った後にＳＳ－ＣＴがインボ

ークされた場合､“temporarilyUnavailable”のエラーを含むリターンエラーＡＰＤＵによって応答される。 

 

   注 － これにより新しいパスへの切り換えを回避するのでＳＳ－ＣＴのすべての信号は、切り換えの間に

喪失する恐れなしに古いパスで授受できる。 

 

６．８．９．１．２ 通信中転送時のＡＮＦ－ＰＲの開始 

 ＡＮＦ－ＰＲは、ＰＩＮＸがＳＳ－ＣＴの通信中転送ＰＩＮＸ、一次ＰＩＮＸまたは二次ＰＩＮＸとして機能す

                                                                 

注記 ：原文では“「CT-空き」”となっているが誤りと思われるため修正した 
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る間は開始されない。 

 

６．８．９．２ ＡＮＦ－ＰＲ協力ＰＩＮＸでの動作 

６．８．９．２．１ 通信中転送の起動 

 ＡＮＦ－ＰＲ状態が「PR-協力確立」または「PR-協力保持」でＡＮＦ－ＰＲ協力ＰＩＮＸとして機能する間に

callTransferComplete、callTransferIdentifyまたはcallTransferInitiateインボークＡＰＤＵを受信したとき、ＳＳ－ＣＴは､

古いパスを用いてシグナリングを通常通り進行することが認められる。ただし、古いパスがＡＮＦ－ＰＲの成功の

結果として解放され､シグナリングが新しいパスを用いて継続される場合はその限りではない。 

 

   注 － 要求ＰＩＮＸは通常､ＳＳ－ＣＴが既に起動されていればpathReplaceSetupリターンエラーＡＰＤＵ

を送り返すことでＡＮＦ－ＰＲを放棄する。したがって、新しいパスに対する切り換えは通常発生

しない。 

 

 ＡＮＦ－ＰＲ状態が「PR-協力確立」でＡＮＦ－ＰＲ協力ＰＩＮＸとして機能している間、ローカル・ユーザから

のＳＳ－ＣＴインボーク要求は､以下の方法のうちの１つで処理される。 

 

 － ＳＳ－ＣＴの要求を拒否 

 － ＳＳ－ＣＴ要求を処理する前にＡＮＦ－ＰＲが完了するまで待機 

 － ＡＮＦ－ＰＲを中止し、ＳＳ－ＣＴを進行する 

 

 「PR-協力確立」状態のときにＡＮＦ－ＰＲを中断するために､協力ＰＩＮＸは、新しいコネクションの呼番号を

用いた「切断」メッセージでＪＳ－１１５７２の切断解放手順を開始し、古いコネクションの呼番号を用いて

“supplementaryServiceInteractionNotAllowed”のエラー値を伴うpathReplaceProposeリターンエラーＡＰＤＵを送出し、

「PR-協力空き」状態に入る。 

 

 ＡＮＦ－ＰＲ状態が「PR-協力保持」でＡＮＦ－ＰＲ協力ＰＩＮＸとして機能する間､ローカル・ユーザからのＳ

Ｓ－ＣＴインボーク要求は、以下の方法のうちの１つで処理される。 

 

 － ＳＳ－ＣＴの要求を拒否 

 － ＳＳ－ＣＴ要求を処理する前にＡＮＦ－ＰＲが完了するまで待機 

 

６．８．９．２．２ 通信中転送時のＡＮＦ－ＰＲの開始 

 ＳＳ－ＣＴの際に通信中転送ＰＩＮＸ､一次ＰＩＮＸまたは二次ＰＩＮＸとして機能している間に

pathReplaceProposeインボークＡＰＤＵを受信するとき、pathReplaceProposeリターンエラーＡＰＤＵが送出される。

このエラー値は､“temporarilyUnavailable”である。 
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６．９ ＳＳ－ＣＴパラメーター値（タイマ） 

 以下のタイマは、リルーチング形通信中転送だけに適用される。 

 

６．９．１ タイマＴ１ 

 タイマＴ１は、「CT-確認応答待ち」状態のときに通信中転送ＰＩＮＸで動作する。この目的は、callTransferIdentify

インボークＡＰＤＵに対する反応がないことに対する保護である。 

 

 タイマＴ１の最小値は１０秒とする。 

 

６．９．２ タイマＴ２ 

 タイマＴ２は、「CT-呼設定待ち」状態の二次ＰＩＮＸで動作する。この目的は、通信中転送オペレーション完了

の失敗すなわちcallTransferSetupまたはcallTransferAbandonのインボークＡＰＤＵを受信できないことに対する保護

である。 

 

 タイマＴ２の最小値は５０秒とする。 

 

６．９．３ タイマＴ３ 

 タイマＴ３は､「CT-開始応答待ち」状態のときに転送ＰＩＮＸで動作する。この目的は、callTransferInitiateインボ

ークＡＰＤＵに対する反応がないことに対する保護である。 

 

 タイマＴ３の最小値は５０秒とする。 

 

６．９．４ タイマＴ４ 

 オプションとしてタイマＴ４は、「CT-呼設定応答待ち」状態のときに一次ＰＩＮＸで動作する場合がある。この

目的は、新しいコネクションの失敗に対する保護である。 

 

   注 － あるいは、実装によってはこの保護のために基本呼タイマを利用できる。 

 

 タイマＴ４の最小値は４０秒とする。 
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付属資料 Ａ（規定） 

プロトコル実装適合性宣言（ＰＩＣＳ） 

Ａ．１ はじめに 

 本標準に適合したプロトコル実装の提供者は後述するプロトコル実装適合性宣言(ＰＩＣＳ)様式を完成しなけれ

ばならない。 

 

 作成するのはその実装したプロトコルに該当するＰＩＣＳである。ＰＩＣＳは実装したプロトコルの能力、オプ

ションについて作成された一覧表である。ＰＩＣＳには多くの利用法があり、それには以下のものが含まれる。 

 

-プロトコルを実装する者：見落としによって、標準への適合に失敗する危険性を減らすためのチェック 

               リスト。 

-実装の提供側／受け手側： 実装におけるその能力の詳細な表示を行う時に用いる。標準へＰＩＣＳ様式で 
 (又は潜在的な受け手) 示された理解を得るための共通の標準に対する比較として記述される。 

-実装のユーザ：  他の実装されたものと、相互接続性の初期チェックを行う場合の基準となる。 

 (又は潜在的なユーザ) 相互接続性を保証することはできないものの、ＰＩＣＳの不整合によって相互 

接続が失敗することをある程度予測することができる。 

-プロトコル試験者： 実装適合性の要求内容を審査するために適当な試験を選択するための基準となる。 

 

Ａ．２ ＰＩＣＳ作成の指針 

Ａ．２．１ ＰＩＣＳの全体構成 

 ＰＩＣＳ様式は、定形の質問票であり、個々の項目がグルー化されて分けられている。それぞれの項目は項目番

号、項目名(答えるべき質問)と本標準の本文を参照するための章番号により識別される。 

 

 "位置づけ"欄は、その項目が適用対象か、もしそうであれば必須かオプションかを示す。以下の記号が使用される。 

 

m 必須 (プロトコル適合性のためにその能力が要求される); 

o オプション (プロトコル適合性のためにその能力は要求されない。しかし、その能力が

実装されている時には、プロトコルの仕様に適合しなければならない); 

o.<n> オプションであるが同じ<n>の番号で示されるグループの中で少なくとも１つをサポー

トしなければならない。; 

x 禁止; 

c.<cond> 条件指定。条件<cond>で示される項目あるいは複数の項目のサポート状況に依存する。; 

<item>:m 単純条件要求。<item>で示される項目番号がサポートされている場合は必須。そうでな

ければ適用対象外。; 

<item>:o 単純条件要求。<item>で示される項目番号がサポートされている場合はオプション。そ

うでなければ適用対象外。; 

 

 質問票への回答は"サポート"欄に示す選択肢(Yes)又は(No)か、"適用対象外"欄(N/A)のいずれかをマークすること

で行われる。 

 

 － 33 － ＪＳ－１３８６９ 



 

Ａ．２．２ 付加情報 

 付加情報の項目を用いて、提供者はＰＩＣＳの解釈を助けるために追加の情報を与えることができる。これは大

量の情報を提供することを意図したり、このような情報がないとＰＩＣＳが完成しないということを意味するもの

でない。多様な条件や環境の中で利用することが可能な実装方法の一つについて、概要を記述するために用いるこ

とが(付加情報の)利用例にあげられる。 

 

 付加情報項目への参照は質問事項のどの回答の後でも可能であり、また例外情報にも含まれることがある。 

 

Ａ．２．３ 例外情報 

 提供者が、必須や禁止に位置づけられている項目に対して、(いくつかの条件が適用された後)要求されているもの

とは異なる方法で回答したい場合が生じるかもしれない。"サポート"欄に予め印刷された答えが用意されていない場

合は、その代わりに提供者は例外情報項目への参照のために"サポート"欄に x.<i>を記入し、例外項目に対して適当

な記述をすることが要求される。 

 

 このように例外項目が要求されるものの実装は本標準には適合しない。上の記述のような場合が生じる一つの原

因として標準の欠落により要求項目が実装に合わず、訂正の要求がなされていることもありうる。 
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Ａ．３ ＰＩＣＳ様式 

Ａ．３．１ 実装の識別 

 

提供者  

ＰＩＣＳに関する問い合わせ先  

実装名と実装のバージョン  

実装を完全に識別するために必要な他の情報 

(例) 装置名またはＯＳ名とそのバージョン、システム名 

 

 

 最初の３項目は全ての実装に際して要求される。他の情報は、実装を完全に識別する要求を満たす上で、必要に

応じて記入すればよい。 

 

 名前とバージョンは提供者の用語と適当に一致するよう解釈されるべきである。(例：型、シリーズ、モデル) 

 

Ａ．３．２ プロトコルの要約 

 

プロトコルのバージョン 1.0 

実装した追加規定 

(もし適用が可能ならば) 

 

実装した追加規定  

例外項目の指定(A.2.3参照)？ No [ ]     Yes [ ]   

(Yes の場合、その実装は本標準に適合しないことを意味

する。) 

記入日  
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Ａ．３．３ 一般 

 

項目 質問／機能 参照 位置付け N/A サポート 

A1 中継形ＳＳ－ＣＴのサポート  m  Yes [ ]  

A2 リルーチング形ＳＳ－ＣＴのサポート  o  Yes [ ]   No [ ]  

 

Ａ．３．４ 中継形ＳＳ－ＣＴの手順 

 

項目 質問／機能 参照 位置付け N/A サポート 

B1 関連するＪＳ－１１５７２とＪＳ－１１５８２手順

のサポート 

6.2 m  Yes [ ] 

B2 通信中転送ＰＩＮＸでの信号手順 6.5.1.1, 6.5.1.2 m  Yes [ ] 

B3 非ＩＳＤＮとの相互接続のための通信中転送ＰＩＮ

Ｘでの信号手順 

6.7.2 m  Yes [ ] 

B4 一次ＰＩＮＸでの信号手順 6.5.2.1, 

6.5.2.2, 6.5.5

m  Yes [ ] 

B5 二次ＰＩＮＸでの信号手順 6.5.3.1, 6.5.3.2, 

6.5.5 

m  Yes [ ] 

B6 ＰＩＳＮ内ユーザによるＩＳＤＮ内ユーザ通信中転

送サポートのための公衆ＩＳＤＮに対するゲートウ

ェイＰＩＮＸとしての動作 

6.6.1.1 o  Yes [ ]  No [ ]

B7 ＩＳＤＮ 内ユーザによるＰＩＳＮ内ユーザ通信中

転送サポートのための公衆ＩＳＤＮに対するゲート

ウェイＰＩＮＸとしての動作 

6.6.1.2 o  Yes [ ]  No [ ]

B8 他網内ユーザによる ＰＩＳＮ内ユーザ通信中転送

サポートのための非ＩＳＤＮに対するゲートウェイ

ＰＩＮＸとしての動作 

6.7.1.1 o  Yes [ ]  No [ ]

B9 ＰＩＳＮ内ユーザによる他網内ユーザ通信中転送サ

ポートのための非ＩＳＤＮに対するゲートウェイＰ

ＩＮＸとしての動作 

6.7.1.2 o  Yes [ ]  No [ ]
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Ａ．３．５ リルーチング形ＳＳ－ＣＴの追加の手順 

 

項目 質問／機能 参照 位置付け N/A サポート 

C1 通信中転送ＰＩＮＸでの信号手順 6.5.1.3, 6.5.1.4 A2:m [ ]   m: Yes [ ] 

C2 一次ＰＩＮＸでの信号手順 6.5.2.3, 6.5.2.4, 

6.5.5 

A2:m [ ]  m: Yes [ ] 

C3 二次ＰＩＮＸでの信号手順 6.5.3.3, 6.5.3.4, 

6.5.5 

A2:m  [ ]  m: Yes [ ] 

C4 ＰＩＳＮ内ユーザによるＩＳＤＮユーザ通信中転

送サポートのための公衆ＩＳＤＮに対するゲート

ウェイＰＩＮＸとしての動作(ＰＩＳＮ内のリルー

チング形通信中転送を使用) 

6.6.1.1 o  Yes [ ]   No [ ]

C5 ＰＩＳＮ内ユーザによる他網内ユーザ通信中転送

サポートのための非ＩＳＤＮに対するゲートウェ

イＰＩＮＸとしての動作(リルーチング形通信中転

送手順を使用) 

6.7.1.1 o  Yes [ ]   No [ ]

C6 他網内ユーザによる ＰＩＳＮ内ユーザ通信中転送

サポートのための非ＩＳＤＮに対するゲートウェ

イＰＩＮＸとしての動作(リルーチング形通信中転

送手順を使用) 

6.7.1.3 o  Yes [ ]   No [ ]
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Ａ．３．６ 符号化 

 

項目 質問／機能 参照 位置付け N/A サポート 

D1 callTransferCompleteインボークＡＰＤＵの送出 6.3 m  m: Yes [ ] 

D2 callTransferActiveインボークＡＰＤＵの送出 6.3 m  m: Yes[ ] 

D3 callTransferCompleteインボークＡＰＤＵの受信 6.3 m  m: Yes[ ] 

D4 callTransferActiveインボークＡＰＤＵの受信 6.3 m  m: Yes[ ] 

D5 callTransferUpdateインボークＡＰＤＵの送出 6.3 o  o: Yes[ ] No [ ]

D6 callTransferUpdateインボークＡＰＤＵの受信 6.3 m  m: Yes [ ] 

D7 subaddressTransferインボークＡＰＤＵの送出 6.3 o  o: Yes[ ] No [ ]

D8 subaddressTransferインボークＡＰＤＵの受信 6.3 m  m: Yes [ ] 

D9 callTransferIdentifyインボークＡＰＤＵの送出とリターン

リザルトとリターンエラーＡＰＤＵの受信 

6.3 A2:m [ ] m: Yes [ ] 

D10 callTransferInitiateインボークＡＰＤＵの送出とリターン

リザルトとリターンエラーＡＰＤＵの受信 

6.3 A2:m [ ] m: Yes [ ] 

D11 callTransferSetupインボークＡＰＤＵの送出とリターンリ

ザルトとリターンエラーＡＰＤＵの受信 

6.3 A2:m [ ] m: Yes [ ] 

D12 callTransferIdentifyインボークＡＰＤＵの受信とリターン

リザルトとリターンエラーＡＰＤＵの送出 

6.3 A2:m [ ] m: Yes [ ] 

D13 callTransferInitiateインボークＡＰＤＵの受信とリターン

リザルトとリターンエラーＡＰＤＵの送出 

6.3 A2:m [ ] m: Yes [ ] 

D14 callTransferSetupインボークＡＰＤＵの受信とリターンリ

ザルトとリターンエラーＡＰＤＵの送出 

6.3 A2:m [ ] m: Yes [ ] 

D15 callTransferAbandonインボークＡＰＤＵの送出 6.3 A2:m [ ] m: Yes [ ] 

D16 callTransferAbandonインボークＡＰＤＵの受信 6.3 A2:m [ ] m: Yes [ ] 
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Ａ．３．７ ＳＳ－ＣＴとＳＳ－ＣＦＮＲ／ＳＳ－ＣＤの間の相互動作 

 

項目 質問／機能 参照 位置付け N/A サポートt 

E1 ＳＳ－ＣＦＮＲ又はＳＳ－ＣＤＡのサポー

ト 
 o  Yes [ ]   No [ ] 

E2 発ＰＩＮＸでＳＳ－ＣＦＮＲ又はＳＳ－Ｃ

ＤＡのサポート 
 o  Yes [ ]   No [ ] 

E3 ＳＳ－ＣＦＮＲ／ＳＳ－ＣＤＡサービス対

象ＰＩＮＸでＳＳ－ＣＦＮＲ又はＳＳ－Ｃ

ＤＡのサポート 

 o  Yes [ ]   No [ ] 

E4 ＳＳ－ＣＦＮＲ／ＳＳ－ＣＤＡサービス対

象ＰＩＮＸで中継形着信転送によるＳＳ－

ＣＦＮＲ又はＳＳ－ＣＤＡのサポート 

 E3:o [ ] Yes [ ]   No [ ] 

E5 リルーチング形通信中転送ＰＩＮＸとＳＳ

－ＣＦＮＲ／ＳＳ－ＣＤＡ発ＰＩＮＸでの

動作 

6.8.7.1 c.1 [ ] m: Yes [ ] 

E6 中継形通信中転送ＰＩＮＸとＳＳ－ＣＦＮ

Ｒ／ＳＳ－ＣＤＡ 発ＰＩＮＸでの動作 
6.8.7.2 E2:m [ ] m: Yes [ ] 

E7 リルーチング形通信中転送の二次ＰＩＮＸ

とＳＳ－ＣＦＮＲ／ＳＳ－ＣＤＡサービス

対象ユーザＰＩＮＸでの動作 

6.8.7.3 c.2 [ ] m: Yes [ ] 

E8 リルーチング形通信中転送の二次ＰＩＮＸ

とＳＳ－ＣＦＮＲ／ＳＳ－ＣＤＡサービス

対象ユーザ／着信転送ＰＩＮＸでの動作 

6.8.7.4 c.3 [ ] m: Yes [ ] 

E9 中継形通信中転送の二次ＰＩＮＸとＳＳ－

ＣＦＮＲ／ＳＳ－ＣＤＡサービス対象ユー

ザ／着信転送ＰＩＮＸでの動作 

6.8.7.5 E4:m [ ] m: Yes [ ] 

E10 中継形通信中転送 ＰＩＮＸ での動作 6.8.7.6 E1:m [ ] m: Yes [ ] 

E11 中継形通信中転送の一次ＰＩＮＸでの動作 6.8.7.7 E1:m [ ] m: Yes [ ] 

 
c.1:A2かつ E2なら必須、それ以外は N/A 
c.2:A2かつ E3なら必須、それ以外は N/A 
c.3:A2かつ E4なら必須、それ以外は N/A 
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Ａ．３．８ ＳＳ－ＣＴとＡＮＦ－ＰＲの間の相互動作 

 

 質問／機能 参照 位置付け N/A サポート 

F1 要求ＰＩＮＸでのＡＮＦ－ＰＲのサポ

ート 
 o  Yes [ ]   No [ ] 

F2 協力ＰＩＮＸでのＡＮＦ－ＰＲのサポ

ート 
 o  Yes [ ]   No [ ] 

F3 ＡＮＦ－ＰＲ要求ＰＩＮＸでのＳＳ－

ＣＴとＡＮＦ－ＰＲの間の相互動作 
6.8.9.1 F1:m [ ] m: Yes [ ] 

F4 ＡＮＦ－ＰＲ協力ＰＩＮＸでのＳＳ－

ＣＴとＡＮＦ－ＰＲの間の相互動作 
6.8.9.2 F2:m [ ] m: Yes [ ] 

 

Ａ．３．９ タイマ 

 

項目 項目名 参照 位置付け N/A サポート 

G1 タイマ T1のサポート 6.8.1 A2:m [ ]  
m: Yes [ ]    

G2 タイマ T2のサポート 6.8.2 A2:m [ ]  
m: Yes [ ]   

G3 タイマ T3のサポート 6.8.3 A2:m [ ]  
m: Yes [ ]   

G4 タイマ T4のサポート 6.8.4 A2:o [ ]  
o: Yes [ ]     No [ ]

 

Ａ３．１０ ＳＳ－ＣＴとＳＳ－ＣＦＵ／ＳＳ－ＣＤＩの間の相互作用 

 

項目 質問／機能 参照 位置付け N/A サポート 

Ｈ１ SS-CFUまたは SS-CDIのサポート  ｏ  Yes [ ]    No [ ]  

Ｈ２ 中継形着信転送ＰＩＮＸでの動作 6.8.5.1 H1:ｍ ［ ］ m：Yes [ ]  

 

Ａ３．１１ ＳＳ－ＣＴとＳＳ－ＣＦＢの間の相互作用 

 

項目 質問／機能 参照 位置付け N/A サポート 

Ｉ１ SS-CFBのサポート  ｏ  Yes [ ]    No [ ]  

Ｉ２ 中継形着信転送ＰＩＮＸでの動作 6.8.6.1 Ｉ1:ｍ ［ ］ m：Yes [ ]  
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付属資料 Ｂ（参考） 

 

インポートされるＡＳＮ．１定義 

 

付属資料 Fの追加により全面削除。 
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付属資料 Ｃ（参考） 

 

メッセージシーケンス例 

 

 この付属資料はＳＳ－ＣＴのいくつかの典型的なメッセージフローを記述する。以下の約束がこの付属資料の図

で使用される 

 

1 以下の表記法が使用される。: 

           プロトコルメッセージ 

           ユーザへの／からのサービスプリミティブ 

xxx.inv  オペレーション xxxのためのインボークＡＰＤＵ 

xxx.rr  オペレーション xxxのためのリターンリザルトＡＰＤＵ 

xxx.re  オペレーション xxxのためのリターンエラーＡＰＤＵ 

 

2 図はＳＳ－ＣＴに関与するＰＩＮＸ間のプロトコル制御経由で交換されるメッセージを示す。ＳＳ－ＣＴ

に関連するメッセージだけが示されている。 

 

3 関連する情報内容だけが(即ちリモートオペレーションＡＰＤＵ)それぞれのメッセージの名前の下に列挙

されている。リモートオペレーションＡＰＤＵを含むファシリティ情報要素は明確に示されてはいない。

ＳＳ－ＣＴに影響を与えない情報は示されていない。 

 

4 以下の省略が使用される。: 

 ctIdentify  callTransferIdentify 

 ctInitiate  callTransferInitiate 

 ctSetup  callTransferSetup 

 ctAbandon callTransferAbandon 

 ctActive  callTransferActive 

 ctComplete callTransferComplete 

 ctUpdate  callTransferUpdate 

 subAdrTfr  subaddressTransfer 

 ctInvoke  通信中転送インボーク 

 ctNotify  通信中転送通知 
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Ｃ．１ 両方の呼が「通信中」である場合の中継形通信中転送の正常動作のメッセージシーケンス例 

 付図 C.1/JS-13869は両方の呼が「通信中」状態の場合の中継形通信中転送の正常動作の例を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ctComplete.inv

ファシリティ 
要求 

ctNotify 

表示 

通信中転送 PINX 二次 PINX 一次 PINX ユーザ C
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付図 C.1/JS-13869 両方の呼が「通信中」の中継形ＳＳ－ＣＴ正常動作のメッセージシーケンス 

 － 43 － ＪＳ－１３８６９ 



 

Ｃ．２ 一つの呼が「呼出中」の中継形通信中転送のメッセージシーケンス例 

 付図 C.2/JS-13869は一つの呼が「通信中」で他方が「呼出中」の場合の中継形通信中転送の正常動作の例を示す。 
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付図 C.2/JS-13869 一つの呼が「通信中」で他が「呼出中」呼の中継形ＳＳ－ＣＴ正常動作の 

メッセージシーケンス 
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Ｃ．３ リルーチング形通信中転送の正常動作のメッセージシーケンス例 

 付図 C.3/JS-13869 は通信中転送動作に関与する二つの呼が両方とも「通信中」状態の場合のリルーチング形通信

中転送の正常動作の例を示す。 
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付図 C.3 /JS-13869 (1／ 2) 両方の呼が「通信中」のリルーチング形通信中転送のメッセージ 

シーケンス
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付図 C.3/JS-13869  (2／2)  両方の呼が「通信中」のリルーチング形通信中転送のメッセージ 

シーケンス 
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Ｃ．４ 一つの呼が「呼出中」のリルーチング形通信中転送の正常動作のメッセージシーケンス例 

 付図 C.4/JS-13869 は一つの呼が「通信中」状態で他方が「呼出中」状態の場合のリルーチング形通信中転送の正

常動作の例を示す。 
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付属資料 Ｄ（参考） 

 

手順の仕様記述言語（ＳＤＬ）表現 

 

 この付属資料の図はＩＴＵ－Ｔ勧告 Ｚ．１００で定義された仕様記述言語を使用している。 

 

 それぞれの図は各々のＰＩＮＸ種別でのＳＳ－ＣＴ付加サービス制御エンティティの動作を表現している。付加

サービス制御エンティティは、ＪＳ－１１５８２で記述されているプロトコルモデルに従って、コーディネーショ

ン機能経由で、汎用機能転送制御と基本呼制御のサービスを使用する。 

 

 出力記号はコーディネーション機能に対するプリミティブを表現し、そのプリミティブは送出される PSS1メッセ

ージとなる。出力記号はメッセージとそのメッセージに含まれる任意のリモートオペレーションＡＰＤＵの名前を

伴う。ＪＳ－１１５７２で規定されたメッセージの場合、メッセージの送出に関連して基本呼動作が発生すると見

なす。 

 

 入力記号はコーディネーション機能からのプリミティブを表現し、そのプリミティブが受信された PSS1メッセー

ジとなる。入力記号はメッセージとそのメッセージに含まれる任意のリモートオペレーションＡＰＤＵの名前を伴

う。ＪＳ－１１５７２で規定されたメッセージの場合、メッセージの受信に関連して基本呼動作が発生すると見な

す。 

 

 以下の省略が使用される。 
 

err. リターンエラーＡＰＤＵ 

ind. 表示 

inv. インボークＡＰＤＵ 

opt. オプション 

rcvd 受信 

rej. リジェクトＡＰＤＵ 

res. リターンリザルトＡＰＤＵ 

ctIdentify callTransferIdentify 

ctInitiate callTransferInitiate 

ctSetup callTransferSetup 

ctAbandon callTransferAbandon 

ctActive callTransferActive 

ctComplete callTransferComplete 

ctUpdate callTransferUpdate 

subAdrTfr subaddressTransfer 
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Ｄ．１ 通信中転送ＰＩＮＸでのＳＳ－ＣＴのＳＤＬ表現 

 付図 D.1/JS-13869は通信中転送ＰＩＮＸの中のＳＳ－ＣＴサービス制御エンティティの動作を示す。 

 

 右からの入力信号と右への出力信号は、メッセージの送受信に関連したコーディネーション機能への、そしてコ

ーディネーション機能からのプリミティブを表現する。 

 

 左からの入力信号と左への出力信号は、ＳＳ－ＣＴサービス制御エンティティとＳＳ－ＣＴユーザの間の発生事

象を表現する。 
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通信中転送ＰＩＮＸ ＳＤＬ  
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Ｄ．２ 一次ＰＩＮＸでのＳＳ－ＣＴの ＳＤＬ表現 

 付図 D.2/JS-13869は一次ＰＩＮＸの中のＳＳ－ＣＴ付加サービス制御エンティティの動作を示す。 

 

 左からの入力信号と左への出力信号は、メッセージの送受信に関連してコーディネーション機能への、そしてコ

ーディネーション機能からのプリミティブを表現する。 

 

 右からの入力信号と右への出力信号は、 ＳＳ－ＣＴ付加サービス制御エンティティと転送されるユーザの間の起

動条件を表現する。 
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Ｄ．３ 二次ＰＩＮＸでのＳＳ－ＣＴのＳＤＬ表現 

 付図 D.3/JS-13869は二次次ＰＩＮＸの中のＳＳ－ＣＴ付加サービス制御エンティティの動作を示す。 

 

 左からの入力信号と左への出力信号は、メッセージの送受信に関連してコーディネーション機能への、そしてコ

ーディネーション機能からのプリミティブを表現する。 

 

 右からの入力信号と右への出力信号は、 ＳＳ－ＣＴ付加サービス制御エンティティと転送されるユーザの間の起

動条件を表現する。 
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  CT-呼設定待ち 

 
       CT-空き 

ﾕｰｻﾞ Cからの
ｻﾌﾞｱﾄﾞﾚｽ 

      ﾌｧｼﾘﾃｨ 
     ctIdentify inv. 

      ﾌｧｼﾘﾃｨ 
    ctUpdate inv. 

      ﾌｧｼﾘﾃｨ 
    ctComplete inv.

Yes 

No 

      ﾌｧｼﾘﾃｨ 
    subAdrTfr inv. 

 
   ﾕｰｻﾞ Cへ通知  

   ﾕｰｻﾞ Cへ通知    ﾕｰｻﾞ Cへｻﾌﾞ 
   ｱﾄﾞﾚｽ通知 

 

 関係するか？ 
 

 

       ﾌｧｼﾘﾃｨ 
     ctIdentify res. 

      ﾌｧｼﾘﾃｨ 
   ctUpdate inv. 

        ﾌｧｼﾘﾃｨ 
     subAdrTfr inv. 

       ﾌｧｼﾘﾃｨ 
     ctIdentify err. 

     
    CT-空き 
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付図 D.3/JS-13869 (2／2)  二次ＰＩＮＸ ＳＤＬ 

                                                                 

注記 ：原文には記述されていないが誤りと思われるため追加した。 
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付属資料 Ｅ（参考） 

 

関連標準 

 

ＩＴＵ－Ｔ 勧告. Ｑ．９５２．７ Stage3 DSS1を使用した イクスプリシット通信中転送 

 － 60 － ＪＳ－１３８６９ 



 

付属資料 F（参考） 

 

関連標準 

 
ＩＴＵ－Ｔ 勧告. X．２０８／X．２０９によるASN.1 定義 

 
この付属資料はISO/IEC 13869の第一版に定義されたASN.1モジュールを全て表記している。つまり、

ITU-T勧告X.208/X.209に基づいている。 
 
 本版数よりISO/IEC 13869内のASN.1モジュールはITU-T X.680 / X.690に対応する。 
  
これらのどのバージョンのモジュールにもかかわらず、QSIGインプリのベースとして使われ、ライン

エンコーディングは変更されない。 
X.680/X690 ASN.1ベースのモジュールに対する将来エディションへの変更はこのannexのモジュール

には反映されない。 
 
付表 F.1 - ITU-T Recs. X.208 / X.209に基づいた転送操作。 
 
Call-Transfer-Operations {iso(1) standard(0) pss1-call-transfer(13869) call-transfer-operations (0)} 
 
DEFINITIONS EXPLICIT TAGS ::= 
 
BEGIN 
 
IMPORTS 

OPERATION, 
ERROR 

FROM Remote-Operation-Notation {joint-iso-ccitt(2) remote-operations(4) notation(0)} 
Extension 

FROM Manufacturer-specific-service-extension-definition {iso(1) standard(0) 
pss1-generic-procedures (11582) msi-definition(0)} 

Name 
FROM Name-Operations {iso(1) standard(0) pss1-name (13868) name-operations (0)} 

supplementaryServiceInteractionNotAllowed, 
notAvailable, 
invalidCallState 

FROM General-Error-List {ccitt (0) recommendation (0) q 950 general-error-list (1)} 
PresentedAddressScreened, 
PresentedNumberScreened, 
PartyNumber, 

PartySubaddress 
FROM Addressing-Data-Elements {iso(1) standard (0) pss1-generic-procedures (11582) 
addressing-data-elements (9)} 

PSS1InformationElement 
FROM PSS1-generic-parameters-definition { iso(1) standard (0) pss1-generic-procedures (11582) 
pss1-generic-parameters (6)}; 
 
CallTransferIdentify ::=  OPERATION 

ARGUMENT 
DummyArg 

RESULT 
CTIdentifyRes 

ERRORS{ 
notAvailable, 
invalidCallState, 
unspecified, supplementaryServiceInteractionNotAllowed 
} 
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CallTransferAbandon ::= OPERATION 
ARGUMENT 

DummyArg 
 
CallTransferInitiate ::=  OPERATION 

ARGUMENT 
CTInitiateArg 

RESULT 
DummyRes 

ERRORS{ 
notAvailable, 
invalidCallState, 
invalidRerouteingNumber, 
unrecognizedCallIdentity, 
establishmentFailure, 
unspecified, 
supplementaryServiceInteractionNotAllowed 
} 

 
CallTransferSetup ::=  OPERATION 

ARGUMENT 
CTSetupArg 

RESULT 
DummyRes 

ERRORS{ 
notAvailable, 
invalidCallState, 
invalidRerouteingNumber, 
unrecognizedCallIdentity, 
unspecified, 
supplementaryServiceInteractionNotAllowed 
} 

 
CallTransferActive ::=  OPERATION 

ARGUMENT 
CTActiveArg 

 
CallTransferComplete ::= OPERATION 

ARGUMENT 
CTCompleteArg 

 
CallTransferUpdate ::= OPERATION 

ARGUMENT 
CTUpdateArg 

 
SubaddressTransfer ::= OPERATION 

ARGUMENT 
SubaddressTransferArg 

 
-- TYPE DEFINITIONS FOR CT DATA TYPES FOLLOW 
 
DummyArg ::= CHOICE { 

NULL, 
[1] IMPLICIT Extension, 
[2] IMPLICIT SEQUENCE OF Extension 
} 

 
DummyRes ::= CHOICE { 

NULL, 
[1] IMPLICIT Extension, 
[2] IMPLICIT SEQUENCE OF Extension 
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} 
 
CTIdentifyRes ::= SEQUENCE { 

callIdentity     CallIdentity, 
rerouteingNumber   PartyNumber, 
resultExtension    CHOICE { 

[6] IMPLICIT Extension, 
[7] IMPLICIT SEQUENCE OF Extension 
} OPTIONAL 

} 
 
CTInitiateArg ::= SEQUENCE { 

callIdentity     CallIdentity, 
rerouteingNumber   PartyNumber, 
argumentExtension   CHOICE { 

[6] IMPLICIT Extension, 
[7] IMPLICIT SEQUENCE OF Extension 
} OPTIONAL 

} 
 
CTSetupArg ::= SEQUENCE { 

callIdentity     CallIdentity, 
argumentExtension   CHOICE { 

[0] IMPLICIT Extension, 
[1] IMPLICIT SEQUENCE OF Extension } OPTIONAL 

} 
 
CTActiveArg ::= SEQUENCE{ 

connectedAddress   PresentedAddressScreened, 
basicCallInfoElements   PSS1InformationElement    OPTIONAL, 

-- ISO/IEC 11572 information elements Party 
-- category and Progress indicator are conveyed 

connectedName Name   OPTIONAL, 
argumentExtension   CHOICE { 

[9] IMPLICIT Extension, 
[10] IMPLICIT SEQUENCE OF Extension 
} OPTIONAL 

} 
 
CTCompleteArg ::= SEQUENCE { 

endDesignation    EndDesignation, 
redirectionNumber   PresentedNumberScreened, 
basicCallInfoElements   PSS1InformationElement   OPTIONAL, 

-- ISO/IEC 11572 information elements Party 
-- category and Progress indicator are conveyed 

redirectionName    Name      OPTIONAL, 
callStatus     CallStatus DEFAULT answered, 
argumentExtension   CHOICE { 

[9] IMPLICIT Extension, 
[10] IMPLICIT SEQUENCE OF Extension 
} OPTIONAL 

} 
 
CTUpdateArg ::= SEQUENCE { 

redirectionNumber   PresentedNumberScreened, 
redirectionName    Name      OPTIONAL, 
basicCallInfoElements   PSS1InformationElement   OPTIONAL, 

-- ISO/IEC 11572 information elements Party 
-- category and Progress indicator are conveyed 

argumentExtension   CHOICE { 
[9] IMPLICIT Extension, 
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[10] IMPLICIT SEQUENCE OF Extension } OPTIONAL 
} 

 
SubaddressTransferArg ::= SEQUENCE { 

redirectionSubaddress   PartySubaddress, 
argumentExtension   CHOICE { 

[0] IMPLICIT Extension, 
[1 ] IMPLICIT SEQUENCE OF Extension 
} OPTIONAL 

} 
 
CallStatus ::= ENUMERATED{ 

answered(0), 
alerting(1) 
} 

 
CallIdentity ::= NumericString (SIZE (1..4)) 
 
EndDesignation ::= ENUMERATED { 

primaryEnd(0), 
secondaryEnd(1) 
} 

 
-- TYPE DEFINITIONS FOR CT ERRORS FOLLOW 
 

Unspecified ::=   ERROR PARAMETER Extension 
 
-- VALUE DEFINITIONS FOR OPERATIONS AND ERRORS FOLLOW 
 

unspecified    Unspecified   ::= 1008 
callTransferIdentify  CallTransferIdentify  ::= 7 
callTransferAbandon  CallTransferAbandon  ::= 8 
callTransferInitiate  CallTransferInitiate  ::= 9 
callTransferSetup   CallTransferSetup  ::= 10 
callTransferActive  CallTransferActive  ::= 11 
callTransferComplete  CallTransferComplete  ::= 12 
callTransferUpdate  CallTransferUpdate  ::= 13 
subaddressTransfer  SubaddressTransfer  ::= 14 
invalidRerouteingNumber ERROR ::= 1004 

-- used when establishment of the new 
-- connection fails because 
-- the rerouteingNumber is not a valid 
-- PISN address 

 
 
unrecognizedCallIdentity  ERROR   ::= 1005 

-- used when establishment of the new 
-- connection fails because it could not be 
-- associated with a SS-CT entity 
-- at the Secondary PINX 

 
establishmentFailure   ERROR   ::= 1006 

-- used when establishment of the new 
-- connection fails and no other error applies 
-- of Call-Transfer-Operations 

END 
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